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菟
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、
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、
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が
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自
六

1・" ..t 

佐

的
炉
1さ、

処

廷

は

当

夏言

国 ・い
=；．．；．ゴ
9一ヽ；．―’出j

の

取

囚

に

て

認

め

ら

れ

た

特

殊

な

も

の

の

特

別

の

取

決

め

に

よ

り

蔚

決

す

そ

の

睾

ば

ら

日

米

間

ー
，
屑
清
渭
情
ぽ
頃
湛
．
眉
．灌這
藷
講
且

翡
翡
積
這
罪
1
積
請
-
m

請
翡
請
闘
翡
蒻
騎
欝
類
訃
絹
謝
祖
睾
翌
誕
醸
量
甕
督
’

懸
＇

禰
霞
咽

べ

き

も

の

で

あ

る

。

鰭

政

櫂

の

返

逮

に

伴

う

財

産

楢

の

処

理

の

問

題

は

、

条

に

よ

っ

で

あ

り

、

米
口
の
沖
縁
に
苓
け
る
扉
政
誨
〗

も

っ

わ

が

国

に

潜

在

主

塩

が

あ

も

送

当

で

な

い

゜

の

行

佐

は

平

和

条

約

第

沖

撹

返

還

を

い

わ

ゆ

る

一

臼

家

継

承

の

場

合

と

同

様

に

考

え

る

こ

と

は

必

ず

し

参

考

と

な

り

う

る

先

’
5

の

積

み

翼

ね

が

あ

る

と

い

う

に

す

ぎ

な

い

ま゚

-／プ・IL_ 

ヽ

＜ ヽ

任

さ

れ

て

お

り

、

‘ 

ぃ
わ

ゆ

る

国

家

継

承

に

つ

て
は
、

涵

国

豪

法

上

も

明

薙

な

原

則

は

な

の

処

蛤

一

に

問

す

る

国

検

法

学

者

見

鰯

）

る

の

で

は

な

い

か

。

（
参
考

e 

国

家

綜

承

の

際

に

お

け

る

国

有

財

産

上

の

国

家

継

承

の

原

則

及

び

舷

的

国

瞬

慎

行

に

反

す

る

こ

と

に

な

合

に

該

当

す

る

も

の

で

あ

り

、

米

国

資

産

の

買

い

取

り

は

、

国

際

法

同

七

10 

沖

繕

返

還

の

よ

う

な

場

合

は

、

般

国

際

法

上

の

国

家

揺

承

の

場
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i
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T
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9
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i
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T
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_
-
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日
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こ二
4_
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；ーI-4

鯰

が

れ

た

例

も

か

な

り

多

い

。

必
ず

し

も

明

冠

で

よ
く
、

7
 

ー・

ま

た

国

緊

恨

行

上

も

、

て

は

焦

償

で

引

き

紐

が

れ

る

場

合

が

多

い

が

、

国

家

財

産

が

有

筐

で

引

き

か

か

る

行

政

財

産

の

鮨

囲

は

ゴ与fItク
... :-
二；・・・iで

r.:：占

侭：

伴

い

当

該

碩

土

内

に

存

在

す

る

国

家

財

産

の

う

ち

行

政

財

産

に

つ

い

な

あコ

‘ 

区

の

、．．し匂5.3̀
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し・2
.Ff
心辺
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て『
3
ョ
i
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田

家

継

承

の

場

合

に

つ

い

て

い

え

ば

、

を
‘
．
ら
易
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g
.因

g
格
翌
塔
寺
苔
翌
姜
塁
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椙
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2
 

ー

-

「

国

睾

法

祠

蔚

」

上

巻

恢

土

応

試

条

約

の

中

に

は

、

臼

誤

地

域

の

住

民

の

図

紐

及

び

磁

利

の

問

這

、

訂

記

田

及

び

地

方

団

体

の

財

語

及

び

債

務

の

問

題

、

嗣

譲

国

が

第

三

国

に

対

し

て

負

う

国

渥

法

上

の

疇

吝

の

同

題

等

匠

開

す

る

取

冦

を

含

む

も

の

を

常

と

す

る

。

一

般

国

際

法

は

、

原

則

と

し

て

こ

ら

の

問

駆

を

設

渡

国

と

記

受

国

と

の

間

の

取

極

に

任

す

る

。

れ

巴

岡

良

r
..｀
ら
9
.
）
，
＇1
く
”
}
・
｀
，
•

-

.i-' 

... 
》．．-.r2,
q

;

・

9

・
9
 

t
る
5
・1・t
;

．3
3屯
・
y
w
・・"?q‘吋・団

9g
a
gる
は
母
，
ぶ
べ
活
べ
J
,

＂ぶ
常
召
滋
磁
翌
守
忠
名
視
名
翌
ょ
p

丑

U

-
―
―
ー
ー
●
ニ
―
―
―
●

,9"
：'、
’rゲ．

i
：5

J
.
4
 
•. 

a』を
氏
氾ゞ
r
．べ諄嘔
、し：

r

ざヽ名令

ぶ
迂

1
-

（
参
考
）

国

家

継

承

の

際

に

お

け

る

国

有

財

産

の

処

理

に

関

す

る

わ

が

国

の

国

際

法

学

者

の

見

解

を

路

述

す

れ

ば

次

の

と

お

り

で

あ

る

。

立

作

太

郎

「

平

時

国

寡

法

論

」

合

併

に

依

り

消

撃

す

る

厨

家

又

は

枝

併

合

国

家

の

資

産

（

公

共

的

渥

設

物

、

口

有

鉄

遣

、

政

府

の

図

内

及

国

外

の

詣

塁

行

の

預

金

等

を

含

む

）

は

、

合

併

匠

依

り

成

れ

る

国

家

又

は

併

合

国

家

が

之

を

誕

承

す

べ

き

こ

と

を

隠

め

ら

れ

る

。
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虔
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g
t
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己
§
よ
名
｀
忍
綽
さ

t
-
fを
＂9
？
登
登

-
f芦
土

”
4
月
べ
裟
？
・
｀
．
9
.
ー
な
ざ
ャ
ベ
—
.
｀
ー
・

i
．
汎
呂
g

.-
．

‘
・
・
；
名
・t
[
ふ
〉
し9
.9
]
袋
．
と
ダ
·
;
·
:
.. ，
 ．
． 

te.-．f
 

l
m
n
i
t古

9Et

考
文
芦
邑
逗
税
忍

-^魯
[r

般

貨

習

法

と

し

て

存

す

る

現

在

は

わ

ず

か

で

あ

る

。

国

際

法

学

説

が

国

家

相

統

又

は

国

家

継

承

の

還

下

に

説

く

と

こ

ろ

は

、

大

部

分

は

既

往

の

臼

藁

条

約

に

設

け

ら

れ

た

規

定

を

抽

出

し

て

作

っ

た

原

則

に

す

ぎ

な

い

も

の

で

あ

っ

て

、

決

し

て

、

他

の

国

家

間

の

詞

匹

条

約

も

こ

れ

に

な

ら

う

こ

と

を

必

要

と

し

、

な

ら

わ

な

い

も

の

は

無

効

と

な

る

と

い

う

性

質

の

も

の

で

は

な

い

。

た

だ

し

(

-

)

事

柄

が

第

三

国

の

指

利

鰭

務

に

開

す

る

場

合

に

は

、

応

謡

当

事

者

間

の

取

藍

の

み

に

よ

つ

て

す

べ

て

を

決

定

す

る

こ

と

は

許

さ

れ

な

い

で

、

一

般

国

凛

法

が

こ

こ

に

干

渉

す

る

場

合

が

あ

る

。

（

二

）

当

事

者

間

の

取

極

に

任

せ

ら

れ

る

事

項

匠

つ

い

て

も

、

従

来

多

数

の

条

約

の

採

用

す

る

原

則

で

あ

っ

て

、

当

事

者

間

に

別

段

の

定

め

が

な

さ

れ

な

い

限

り

こ

れ

に

拠

る

の

を

当

然

と

み

な

す

べ

き

補

充

規

定

と

し

て

の

一

使

国

際

法

髪

は

存

在

す

る

。

左

に

事

項

別

に

こ

れ

を

説

明

し

よ

う

。

（

イ

）

住

民

の

回

鱈

。

省

悶

。

（

口

）

住

民

の

既

得

権

。

省

虞

。

（

ハ

）

后

渡

国

の

財

産

及

び

債

務

°

割

認

地

域

内

に

存

在

す

る

謬

渡

国

国

有

の

不

勘

産

は

頓

受

国

に

移

転

す

る

の

が

原

則

で

あ

る

。

も

し

糾

誤

条

約

の

中

に

国

有

不

動

産

に

関

し

て

何

等

の

規

定

も

な
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3
 

て

い

な

相

続

さ

い
。

寝

臼

喜

―

―

一

郎

「

国

翠

法

学

」

割

亨

戸

は

国

家

の

領

土

の

あ

る

。

分

雌

は

国

家

の

領

土

形

成

す

る

こ

と

で

あ

る

。

ど

ち

ら

の

く

、

曰

家

の

消

豹

に

基

づ

く

相

鍔

は

れ

、

分

陰

し

た

領

土

匹

関

す

る

指

利

が
1

起

こ

る

0

行

政

的

な

磁

利

義

誘

は

利

義

務

の

う

ち

で

、

財

産

は

相

続

さ

藁

的

に

は

、

比

例

的

に

れ

る

で

は

、

確

定

し

相

続

さ

れ

れ

る

。

負

債

に

が

適

当

で

の ‘ 
．． 
＝とSョ
て: ノ•2

,.,,'●‘ 
- 9 .. 

也Iゴ

沢：

あ

る

がい財相

産 統

つ

ヽ て

る

゜

つ
い

て
ヽ

起

上

部巻

が

部他

の

の

国

家

匠

餃

渡

さ

れ

る

分

が

独

立

し

、

新

し

い

に

も

、

国

家

の

消

。
し
か
し
、

g
 

.r
、,

こ

ら

い

場

合

実は的の 町減 回

際‘な問 因 は 家 と

上 理 権題さなをで

こ

つ

て

の

る

こ

な

ヽ

う。い

と

ぎ

に

は

、

れ

に

反

右

こ

ょ
うし

なて

原 動 原

則産則

が に に

存つ従

在いう

こ
の

すて

詰

条と

と約見

はのな

証 規 し

明定て

さはよ

れ区い

も

の

.

.
、．．． 

-
.. a“
デ．ゞ
社ぷ
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．
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．
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r
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．
 
3
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g芦
芍
｀
＂
，
こ
．
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妥
妥
巽
幸
事
吝
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哀
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・
話
芥
泊
苔
積
依
ぎ
込
ぢ
忠
必
苔
灼
妃
翌
製
投
翌
想
酋

々

いで

o
 

あ

愛
)
[
1

』"̀-

．．．
 
令
只
芝
v.t
？ぎ・↑
．
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フランス 。レバノン金融財政協定 (I9 f/.!f年）

Article 8
 

French 

1。 French 

credits shall be determined as follows: 
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The French Government shall transfer and the 
Lebanese Government shall accept the premises listed 
in Annex I, in their present stage, the total value 
of which shall be fixed at the lump sum of 18 million 
Lebanese pounds, which shall be credited to France 
and debited to Lebanon。
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France and 
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80,000 Lebanese pounds 
debited to Lebanon in 
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4. Beyrouth broadcasting station 
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The amount due in respect of the transfer by the 
French Government of the Beyrouth radio broadcasting ] 
station. to the Lebanese Government, which has been ~ 
fixed at the lump sum of 150,ooo Lebanese pounds by -~ .i 
an exchange of letters between the General Delegation~ 
of the French Government ar..e. the Lebanese Government J1, 
shall be credited to France and debited to Lebanon. -·~ 

吐

>

I 対

The sum representing the value of equipment belong~月
ing to the French State comprising the'three flying --: ・ ! 

ntrol radio stations and the five meteorolog・ical 
stations operating in Lebanon and transferred to the 
Lebanese Government on 1 January 19471 which totals 
130:,000 Lebanese pounds, shall be credited to Franc~ 
and debited to Lebanon. _ 

Article:} 

The tota 1 Fre:.1ch credits listed in article 8, 
amounting to 20 million Lebanese pounds representing 
the aggregate owed by Lebanon, shall bear interest す1;:・ • 
at the-ra,te of 1戸er-cent per・ annum. This amount ・ ・：酎^： ー`

shall be pa id in f:i:吋ancsat the official rate of 
exchange of the French franc to the Lebanese pound 
on the date of payml'3nt. 這．；［，、

〗:5言亘翌[[[［謡i言：言〗〗：言：口□言［ここ：
If the official parity reported to_ the 1I:t~f1:at}？炉

Monetary Fund between the pound sterling and the 
Lebanese pound should on any of the dates afC?re-;--
mentioned-exceed 8.83125, the amount of the ins ta 1叫3]

.. :i苓
焚豆→鼻
・ ：べざ

.. ・・ •5 ; 

5. Flying control and meteorological equipment 



16-3 

in Lebanese pounds shall be so increased as to leave 
unchanged the value of the said instalment in pounds 
sterling, calculated at the rate of exchange of 
8。83125。
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AN秤EX I 
．ヽ

・-・ •, 

・, ;"-t ... 

LIST OF PREMISES OW四 DBY THE FRENCH STftTE IN LEBANON 
TO BE TRANSFERRED IN ACCORDti~NCE WITH ARTICLE 8 OF THE 沼

AGREElvJENT SIGNED OF TO-DAY 1S DA.TE 

i 喜

rracks ・ l Lyautey-Weygand ba 

Military court 

Small garage at the military court 

Granger barracks 

Gey barracks 

Southern part of the Franchet-d'Esperey barracks 

Joffre barracks 

Desgr令•Duloup barracks 

Lambrouin barracks 

The so-called "musicians'barracks" 

Lot 3 

Former Rouessat petrol station 

Hammana Chabanieh and Hammana Amariam stores (ex~ 
eluding the parts restored to the f'ormerowner) 

Tripoli hospital 

Ablah camp 

--.. _.ー--̀  

..、
‘‘・ ~ 

Rayak aerodrome (excluding the parts. occupied ~Y 
the White Fathers, the Sisters of the Holy Famil!~~ 
and the D.H. P ~), the right being reserved to remov. 
the four so-called 11twin-arch" hangars. 

* £ 
``― 

．、
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、ごー、

} :• 
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STATEMENT OF ASSETS 
SUPERIOR COUNCIL OF 

ANNEX II 

TO BE TllRぶ屯DOVER BY 
C01-1MON INTERESTS 
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A. Amounts 
heading 
ll common 

due to "common interests II under 
of deposit accounts transferred 
interests" on 1.April 1944. 

the 
to 

Lebanese 
pounds 

）

）

 

1
.
2
 

（

（

 

(4) 

(5) 

(6) 

(7) 

(8) 

C.I. treasury 
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monopoly 

funds ... 0...。..．。
account: 
... 0...........。..．．9

(3) C.I. deposit account, 
bond for former staff 
Ottoman Public Debt 

Ottoman 

monthly 
of the 

● ● ● 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

C.I. deposit account: reserve 
fund to cover the proceeds of 
the fixed rate paid by the Iraq 
Petroleum Company 。。 •o o・ o o ● 0....。

account: tobacco 
● 0 ● ● 0.....。,.．．.．．。....
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of the auarantine servi"ces o o.  0 0 

C.I. deposit accoru1t: proceeds 
of the lighthouse surtax ....... 
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from the securities coveri.ng 
coin issues of the Lebanese 
Republic 

~>

.

.
 

l
叶
覇
Ift
―芯
韮
頃
囁
..
 
-：‘
、一
・

1

苓

X
^
 

．べ
；
．．
 
；‘.ヽ．
u
?＇．．．．．．

 
さ
‘,V“9
．
．
 ぷ釜
．．
．
．
 

ロ

l
i坦

ば
蛋
碩
望
遵
}̀

-̀
r
 
•..
.. 

？
？
'̀．、ぎ
ぶ
・・―

i急
忍
奮
習
姜
”
丑
点
凸
ぺ
均
姦
護
項
召
7

月
9
喜
姜
逗

g
g辺
阻
、

1ー‘賃月

・・・

鼻．
！
・

¢
i
i差ぼ
，
ぎ
g
り
・笈

:••9,... 

．．
．．
 ．`；ク^・・9

.

一ー

ー

ー

ー

、

E

―
i

H

‘
:

O

'

・

[O•• 
二．ご

．．
．
 
憂
心
．
J

．．
 

g
 

T

O

O
 
•••• 

T
:
r
討
冷
吝

．

．

 

0

0

0

、・

・↑

T

5

2

.
 

5

3

l

 

E

'

，
 

C

8

4

 

z

o

 

A

7

 

F

R

6

 

5',660,000.00 

716,390.00 

吟0.00

269,o40.O? 

6,090.oo 

18,940.00 

000••09 ・・・・・・・ •0.......

21+,820.o~ 

, i, 
’, ・・ 



.
•
. 

1
,
＇1
.
，＇
i
i
i
 
••. 

,
．i:'・ 

・・1
・ー．
，
1
1
,
1
1

1

・

息

胤
K
訛
翡
且
柿
猷
釉
＇
廊
枯
芥

l
l
i、.＂
1り
1・

54
.. ，．
i
l
"
＇戒

ir

16-6 

The 
the 

(a) 

9
9

•999. 

•9 

＇ 

ー・＇
h

9
)
 (b) 

following payments 
above total: 

are to be 

~_xpendi ture by the Par is and 
Marseilles offices to the 
~c_count of the Syrian and 
Lebanese Governments 

deducted from 

.．.．． 0 0 0 0 ● ● O 

?ayments made to the Lebanese 
Legation in France (12 April 
and 2 May 194 5) 

0.  ~..... ~......。 e

903,226.39 

18,750.00 
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（注2)

バレスチナ統治終了財政取極 (I9 So年）

Agreement between the United Kingdom and Israel 
the settlement of financial matters outstanding 
a result of the terminat i.on of the Mandate for 
Palestine, with Exchanges of Letters. —London, 
March, 19 50 

for 
as 

30th 

ARTICLE 2
 

1

,
9,9
9
 
... ,
 

.1

.
 

The Government of Israel shall mske or facilitate 
payments toもheGoverr.tment of the United Kingdom, 
ar:id_ make. a contributlon to,.-rai:'ds the discharge of the 
liabilities of the M8.nds.tory Gove こ~·nment, as follows: -

(a) Subject to the provisions o:『 Article9 (b) 
hereof, the Government o団 Israelshall, immediately 
a.fte_r the signature ofもhisAgreement, permit the 
remittance to the Government of the United-Kingdorn, 
and the conversion j_nto sterling uf a sum of 1;118;000 
Israel Pounds in discharge of the following 

． 
0」. c o m m e r c ial

debts:--

(i) The balance owing by Steel Brothers, Steel 
Brothers and Company, Ltd。,orboth, as agents for 
the・ r1Iandatory Government~ in respect of food supplies 
procured by the Government of the United Kingdom on 
behalf of the Ha旦datoryGovernment: T:i669,000. 

(ii) Bank balances standing to the credit of the 
Mandatory Government in Is1咤ael5T,vith the exception of 
such balances as ar、0:. standtng to the credit of the 
Custodian of Enem?応 opertyof the Mandatory Govern-
ment :_口81,000.

(iii) The balance due :tn respe(~t of telephone 
exchange equipment ・ S¥:tppl:l_E;c.1_ by the Crown Agents for 
the Colonies to the G℃い交？訟n(~nt of Israel since June, 
1949:耳68.,ooo.

”,＂？
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文
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(b) Subjec芯 tothe provisions of Article 9 (a) 
hereof, the Government of IS匹aelshalJ_ pay to the Gov-． 
ernment of the United・ Kingdom the sum o 『配5~882,000
in payment of other commercial debts and for the 
ass~ts to be transfer-red to the Government of Israel 
under紅 ticle 7 hereof;; and as part of the general 
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ARTICLE 7 

(a) The Government of the United Kingdom shall 
transfer to the Government of Israel their rights and 
interests in assets, including land, in Israel, other 
than those described below, held-by, or on behalf of, 
His Majesty1s Secretary of-State for War or His 
Majesty's Secretary of State for Air. The rights and 
interests of the Government of the United Kingdom in 
the following assets shall not be transferred to the 
Government of Israel← 

(i) Allenby Barracks Married Quarters, Jerusalem, 
and ~he land.on・which they stand; 

(ii) Any・ asset which the Government of the United 
Kingdom have already agreed to sell to some other 
person ・and in respect of which they have already 
received a deposit on account of the purchase; 

(No。13。)-、SirJ.I.C. Crombie to Mr。D. Horowitz . ． ．．．t• も
Dear Mr. Horowitz i 1ondon, 30thMarch. 1950．情閤

In connexion with A.rticle 7 qf the Fi~ancial· Agree-:>
ment signed to-day, I have the honour to inform you_,~. ~~1:{;;: 

hふ・らthat the assets referred to in Item (ii) of paragrap •.i. 
(a) of that Article are as follows:- ・ ;/'.f 

．：占 ．• 9、
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(i) Temporary Structures—Camps 
Jerusalem; 

406/7 (Alamein) 

(ii) Temporary Structures—Highland Light 
Camp, Mount Scopus, Jerusalem; 

(iii) Temporary Structures-Allenby Barracks, 
Jerusalem; 

(iv) Royal 
Jerusalem; 

(v) 

Air 

Carmelite 

Force Married 

property 

2。 Theassets referred to in 
said paragraph are as follows:-

to 
(i) Minor 
Leigh and 

on 

Quarters, 

French Carmel, 

Item (iii) 

Infantry 

Qatamon, 

Haifa. 

of the 

temporary structures on land belonging 
Tippert, Mount of Olives, Jerusalem; 

(ii) 
School, 

Minor temporary 
Jerusalem~ ？ 

structures on land at German 
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(iii) Minor temporary structures 
Railway Stat ion, Jerusalem; 

on land adjoining 

(iv) Minor 
Jerusal'em; 

(v) Minor 
Jerusalem; 

temporary 

(vi) Minor 
German Co iony, 

temporary structures 

structures 

temporary structures 
Jerusalem; 

at Railway Station, 

at Tannous 

on 

Car 
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Park, 

(vii) 
Car Park, 

Minor temporary 
Jerusalem; 

structures 

(viii) Minor temporary structures at Public 
Department Station, Talpioth, Jerusa1:em; 

(ix) Temporary 

(x) Temporary 
Jerusalem。

structures 

structures 

at Transit 

at 
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あ

る

の

で

あ

こ

の

硫
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が

な

ら

ぬ

．

賛

任

が

メ

リ

話

を

し

て

姦

る

、

こ

う

い

う

こ

と

で

あ

り

ま

す

。

結

論

を

得

て

お

り

ま

せ

ん

が

、

そ

う

い

う

話

問

題

を

含

め

て

ア

メ

リ

カ

測

と

れ

ば

な

ら

ぬ

問

題

だ

ろ

う

、

こ

う

い

う

ふ

う

匠

存

じ

ま

し

て

、

ま

だ

こ

れ

は

こ

れ

な

ん

か

も

県

民

の

感

情

と

い

う

が

米

政

府

に

あ

る

と

い

う

こ

と

は

法

律

上

非

常

に

は

な

の

で

す

。

し

か

し

、

よ

う

な

こ

と

も

考

え

な

け

つ

き

り

し

て

い

る

問

蜃

ま

す

。

た
キ・，
7-C 
ヽ

そ

れ

が

誌

償

で

あ

る

と

い

う

こ

と

だ

け

な

の

で

す

。

所

有

権

法

律

閃

係

と

す

る

と

使

用

貸

偕

契

約

、

て

お

り

ゞ
↓

、

f

力

〇

襦

田

国

誘

大

臣

ま

り

あ

れ

は

デ

デ

ー

羽
唇
醤
裟
活
を
髯
g
羹
窄
名
箔
屯
，

I
I
.

r
.
g
C
.
u
.
,
 

-
i

鼻
i

書
a
i
g

喜

2
9

頃
"
a
g
賃
忌
曽
岳
全

層

A
烹
溢
ぞ•
9
'

さ
司
4
g
．が
1は
ま
う
ざ
g`
卦
N
喜
名
名
＄
沿
忌

l
 

二

分

斜

四

六

゜

゜
ィ米

ヶ原

l さ

卜ん

とは

いも

ぅぅ

ふ非

う常

侭して

そ書よ

ういく

いて御

うあ承

こり知

と 主 の

にす

な゜

っあ

り

ま

す

二
五

衆

予

算

よ

う

で

す

。

つ
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0
米

原

分

料

員

ャ

ン

デ

ル

ナ

ゴ

0
前

田

説

明

員

の

が

か

.5:t
・
ざ
ぶ
店
茶

忍ゞ
．f

l
 

.

4

ぷ

|

|

i
il
l$iig|
'
i
l
 _

_

 1
§
i
..
 

.

.
 
1

戸
・・
『7
；
召

．．
．
f

．）
ら
3
ざ・
・・・

`
5
.
i
J
.

、f..
.
 

'
”べ

；

．．
 

う

べ

ぎ

筋

合

い

の

も

の

じ

ゃ

な

い

、

得

な

い

わ

け

で

す

。

こ

う

い

う

問

題

に

い

う

憤

例

は

あ

り

ま

せ

ん

か

。

こ

う

い

う

沖

縄

返

還

と

い

う

よ

う

な

特

殊

な

事

例

と

い

う

も

つ

て

ご

ざ

い

ま

せ

ん

の

で

、

そ

の

よ

う

な

事

例

は

ご

ざ

い

ま

せ

ん

。

た

と

え

ば

フ

ラ

ン

の

自

由

市

、

そ

う

い

う

意

味

か

ら

考

え

る

と

、

のうそ~ラじれ

こはいうンやて

う全ういスなお

い部とうのくり

う 無こ点投てま

例償 ろ か 資 ‘ す

をでのらさ相ね

関引返見れ当°ル

いき 還 れ て 長 そ

て 総 のばいいの

おい場‘る期と

りで合ー資間き

まお‘世産のに

すりフ紀と領はこス

がまラ以い有‘れの

、すン上うでこが領

°スにもあれ一有

の わ の つ は九地

国たもた沖五に

有つ相わ縄ーな

財て当けの年つ

産い膨でよ匠て

にる大すぅィい

な わ な ° なンた

つけもだニド

でのか十に

すでら数返

°す‘年 還

そねフ間さ、

て

お

る

も

イ

ン

ド

の

シ／

こ

う

具

体

的

な

資

料

で

も

考

え

ざ

る

を

つ

い

て

、

い

ま

ま

で

国

際

的

な

そ

う
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沖

糧

の

楊

合

は

、

あ

あ

い

う

ふ

う

に

平

和

条

約

第

三

条

で

切

り

離

さ

れ

た

け

，
・[
:
i
,
9
.
¢

斎

訊

ど

忠

、

沿

在

主

祖

は

あ

る

の

だ

と

い

う

こ

と

を

ア

メ

リ

カ

樋

も

か

な

り

初

．．
 

‘
.
 

朗

か

ら

認

め

て

い

る

わ

け

で

す

。

イ

ン

ド

の

、

完

全

匠

主

益

芦

も

失

わ

れ

て

い

た

と

い

う

の

と

は

岩

千

容

惰

が

違

う

わ

け

で

す

ね

。

ィ

ン

ド

の

よ

う

な

場

合

、

そ

う

い

う

と

こ

ろ

の

返

還

、

こ

う

い

う

同

鱈

で

す

。

そ

れ

か

ら

、

返

選

さ

れ

て

沖

縁

県

民

の

利

益

に

な

る

こ

と

は

言

う

さ

で

も

あ

り

さ

せ

ん

。

い

ろ

い

ろ

な

も

の

が

返

還

さ

れ

て

、

当

然

そ

れ

は

県

民

の

役

匹

た

つ

も

の

が

遮

還

さ

れ

る

わ

け

で

す

。

そ

の

点

の

利

益

を

こ

う

む

る

こ

と

に

は

間

違

い

な

い

け

れ

ど

も

、

し

か

し

同

時

匠

、

こ

の

二

十

数

年

閤

ア

メ

リ

カ

軍

が

ど

れ

だ

け

利

益

を

受

け

た

か

と

い

う

こ

と

は

、

た

い

へ

ん

な

も

の

が

あ

る

と

思

う

の

で

す

ね

。

要

す

る

に

、

主

翌

な

点

は

、

む

し

ろ

そ

う

い

う

資

産

の

阿

区

よ

り

も

、

あ

そ

こ

が

軍

事

芸

一

地

に

な

っ

て

い

て

、

森

そ

ら

く

沖

親

を

宣

＇

享

二

基

地

と

し

て

使

う

こ

と

が

で

苔

な

か

っ

た

と

し

た

ら

｀

．

ベ

ト

ナ

ム

暇

争

も

で

登

な

か

っ

た

の

じ

や

な

い

か

と

い

わ

れ

て

い

る

く

ら

い

な

、

箪

事

的

に

非

常

に

利

益

を

こ

う

む

つ

て

い

る

。

も

し

も

あ

そ

こ

に

軍

｛

惑

基

地

を

ア

メ

リ

カ

は

匿

け

な

い

と

し

き

し

た

な

ら

ば

、

別

な

と

こ

ろ

に

軍

事

基

捻

を

つ

く

つ

て

や

ら

な

く

て

は

な

ら

そ

の

聾

用

と

い

う

も

の

は

た

い

へ

ん

な

も

の

だ

ろ

う

と

思

う

の

で

す

。

ぬ
ヽ

日

2
5負
辺

a!＂f
i
g
§
<内

1
§
ぎ
界
丑
な
ポ
沼

g
î丑

～名
な
お
召
女
豆
完
，
9
苫

l

．
迄1
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同

時

に

わ

が

日

本

の

安

全

保

障

、

こ

う

い

う

こ

と

に

も

ず

い

ぶ

ん

役

だ

っ

て

事

上

の

利

益

と

い

う

よ

う

な

こ

と

も

あ

を

感

じ

た

の

で

す

が

、

沖

譴

匹

米

軍

が

駐

留

す

る

、

っ

た

か

も

し

れ

ま

せ

ん

。

0
福

田

国

謗

大

臣

私
は
、

米

原

さ

ん

と

拿

{

-

本

的

に

考

え

方

の

違

い

や

な

い

か

、

こ

う

い

う

ふ

う

に

考

え

ま

す

が

、

じ

ゃ

な

い

か

、

根

本

的

匠

そ

こ

の

と

こ

ろ

を

再

検

討

す

〖
]
民
感
臀
と
一
言
わ
れ
る
の
が
、

ど

う

も

大

蒙

大

臣

と

考

え

る

こ

と

が

違

う

の

そ

う

い

う

立

湯

か

ら

考

え

ま

す

と

、

先

筏

ど

言

わ

れ

ま

し

た

け

れ

ど

忠

て

ア

メ

リ

力

は

大

き

な

も

の

を

と

つ

て

う

軍

亭

的

な

利

益

、

還

さ

れ

そ

の

点

は

ほ

と

ん

ど

た

だ

で

や

て

も
1

幸

本

的

に

は

そ

の

潅

利

は

持

つ

董
五
箋
全
召
空
＇
i

を
喜
翌
迄
ぎ
滋
全
T
唇
で
泣
啜
一
存
名
毯
沼
翌
且
捻
？
品

こ

れ

は

ア

し

か

し

メ
．
リ が

あ

る

の

ど

う

思

わ

れ

ま

す

か

。

そ

れ

匠

伴

う

経

済

的

利

益

と

い

う

も

の

も

、

い

と

日

米

共

同

声

明

に

な

っ

て

い

る

わ

け

で

す

。

そ

う

て
い
；
へ
才

t-1.-(-(
る

必

要

が

あ

る

の

じ

て

い

る

わ

け

’~
,
．j
!
I

項
晶
籠
耀
饂
直
躙

知総

~
,
3

つ

1
T
t
-

」
I
'

ー
そ
し
て
今
後

も
ー

、
返

で

す

つ

力

が

あ

そ

こ

を

軍

事

恙

地

と

し

て

果

た

す

機

能

を

引

き

下

げ

る

い

る

わ

け

で

す

。

ね
。

1
 

ーし＂し

こ

と

し

ま

す

と

、

ア

｀ 

力

に

軍
‘ 

し

な

依

然

と

し

そ

う

い
メ

リ

.

.
 
9
.
 

：
こ
．．

•
~
、



r
3
 

(
．／

j
 

こ

と

を

弧

詞

し

ま

し

て

、

私
の
・
‘
-
．
9.f

．
と
翌
心
わ
り
ま

い
だ
、

こ

う

い

う

よ

う

な

や

す
。

り

方

を

ナ

ベ

登

で

な

い

の

じ

ゃ

な

い

か

と

い

う

と

も

そ

う

い

う

点

で

、

実

際

上

は

相

当

膨

大

な

資

産

を

金

を

払

つ

て

引

き

継

る

よ

う

で

す

。

し

か

し

、

こ

れ

は

金

額

と

し

た

ら

非

常

に

少

な

い

。

少

な

く

の

領

有

地

と

な

問

題

の

と

き

に

、

は

沖

縄

の

場

合

は

よ

く

似

て

お

り

ま

す

が

、

確

か

に

別

の

も

の

を

払

つ

て

姦

財

産

を

す

ぺ

て

無

償

で

引

き

継

い

だ

。

そ

れ

と

は

別

に

し

て

ヽ

あ

る

場

合

で

相

当

長

期

か

か

っ

た

け

れ

ど

も

、

結

局

フ

ラ

ン

ス

の

国

有

フ

ラ

ン

ス

つ

て

い

た

シ

ャ

ン

デ

ル

ナ

ゴ

ー

ル

自

由

市

の

返

還

0
米

原

分

科

員

最

後

で

す

が

、

さ

つ

き

申

し

ま

し

た

イ

ン

ド

の

場

合

で

す

ね

。

て

い

た

だ

ぎ

た

い

、

か

よ

う

忙

存

じ

ま

す

。

で
す
。

資

産

承

継

問

題

と

い

う

角

度

か

ら

ば

か

り

で

論

ず

る

わ

け

に

も

い

か

な

い

そ

の

包

括

的

交

渉

の

中

の

こ

ま

で

あ

る

、

そ

う

い

う

祠

理

解

を

し

還
、

こ

れ

が

実

現

す

る

、

の

環

の

問

題

で

す

か

ら

、

ま
す
が
、
｀

お

る

。

そ

れ

は

そ

れ

と

い

ー
"-

て

み・

-

卜

9
,
＂“fv.f

.

.
 J

ー
し

•

.
.•

.• 

f
 

毛

'

-

っ

て

お

る

の

じ

ゃ

な

い

か

と

い

う

ふ

う

侭

思

．い

．

．

 一•'t• "•• 

た

し

ま

し

て

、

そ

の

話

合

い

核

抜

き

、

そ
の
辺
は
だ
い
ぶ
翌
-
—

の

こ

れ

を

無

条

件

七

十

二

年

返
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答

り

I 

の

第

五

条

は

、

「

フ

ラ

ン

ス

共

和

国

政

府

は

、

定
め
、

九

五

年

二

月

二

日

に

署

名

さ

れ

た

も

の

で

あ

る

。

る

シ

ャ

ン

デ

ル

ナ

ゴ

シ

ャ

ン

デ

ル

ナ

ゴ

の
場
合
、

ル

の

フ

リ

ー

ル

割

諒

条

約

は

、

と

な

る

の

で

は

な

い

か

。

が

c; 

般

的

国

際

慣

行

で

あ

り

、

シ

ャ

ン

デ

ル

ナ

ゴ

ル
の

こ

の

条

約

タ

ウ

ン

の

領

域

の

割

話

に

つ

い

て

フ

ラ

ン

ス

か

ら

イ

ン

ド

に

対

す

今

回

の

沖

縄

返

還

の

場

合

に

お

け

る

米

国

資

産

匠

対

す

る

支

払

は

、

府

に

諒

渡

さ

れ

た

由

で

あ

る

が

、

こ

の

慣

行

紅

反

す

る

こ

と

の

国

家

継

承

公

有

財

産

は

こ

の

よ

う

に

無

償

で

引

き

継

が

れ

る

（口）

の

こ

の

条

約

に

お

い

て

は

、

理

ぶ

り

い

か

ん

。

間

七

I 

llー 1

（イ）

シ／

ャ

ン

―̀ プ ＇
）レ

（
四
六
。
二
。
二
五
、
衆
予
第
二
分
科

替
心
ふ
妥
ガ
包
名
翌

”g.g姜
｀
苔
醤
．栴
苔
秀
ち

i
i蓋

畠
逗
書
配
琴

g
益
U
§•• 

―
 

ナ
ゴ

公

有

財

産

は

、

般

国

際

法

上 無

償

で

イ

ン

ド

政

ル

割

譲

条

約

に

お

け

る

公

有

財

産

の

処

米
原
誤
員
質
問
関
連
0

本
件
擬
問
擬
答

pp19
ー

23
参
照
）：．
．
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囀`
瓜`
↑↑惇＿＿．零
J
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（口）

匠

み

ら

れ

る

こ

と

は

、

チ

ナ

統

治

の

終

既

述

（
問
七

．
 

10 

ヽ

11

参
照
）

の

と

姦

り

で

あ

る

。

了

の

結

果

生

じ

た

財

政

問

題

の

処

理

ヘ

等

融

財

政

協

定

ヽ

ヽ

九

四

八

年

）

ヽ

あ

る

い

は

、

イ

ギ

リ

ス

匠
よ
る
。
ハ

ヽ
九

五

0
年
）

レ

ス

立

し

た

レ／

‘ゞ

ノ‘

ノ

ン

に

あ

る

国

有

財

産

の

処

理

（

フ

ラ

ソ

ス

゜
レ

ノミ

ノ

ン

金

国

家

財

産

が

有

償

で

引

き

継

が

れ

た

側

も

フ

フ

ン

ス

の

信

託

統

治

か

ら

独

る

行

政

財

産

の

範

囲

は

必

ず

し

も

明

確

で

な

く

、

ま

た

国

際

慣

行

上

も

、

ち

行

政

財

産

に

つ

い

て

は

無

債

で

引

き

継

が

れ

る

場

合

も

多

い

が

、

か

か

領

土

の

部

分

的

移

誌

に

伴

い

、

当

該

領

土

内

匠

存

在

す

る

国

家

財

産

の

う

ず

し

も

適

当

で

は

な

い

が

、

般

の

国

家

継

承

の

場

合

匠

つ

い

て

み

て

も

1
 

且
ー・‘
鼻；＇
s

．＂,
ぃ

t

．． 

•t 

．
 

•'

i 

．
 

．
．
 

の

領

域

に

あ

る

国

及

び

公

共

団

体

が

所

有

す

る

す

べ

て

の

財

”

沖

縄

返

還

を

い

産

を

イ

ン

ド

政

府

忙

移

譲

す

る

」

る
。

わ

ゆ

る

国

家

継

承

の

場

合

と

同

様

匠

考

え

る

こ

と

規

定

し

て

い

フ

リ

ー

。

タ

ウ

ン

（
注
）

と

は

必
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ド

鯛
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ー
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ル

程

度

が

適

当

で

あ

る

と

認

め

、

こ

の

よ

う

に

妥

結

し

た

次

第

で

あ

る

。

明

ら

か

陀

し

得

な

い

も

の

で

あ

る

が

、

前

述

の

ご

と

ぎ

経

緯

に

よ

り

七

千

万

い

性

質

の

も

の

で

あ

り

、

ま
た
、

事

が

ら

の

性

格

か

ら

し

て

も

そ

の

内

容

を

と

匹

な

じ

ま

な

万

ド

ル

の

支

払

は

、

心

と

も

と

積

算

の

基

礎

な

ど

と

い

う

こ

日

米

間

匠

お

い

て

種

種

折

衝

の

結

果

合

意

さ

れ

た

も

の

で

あ

る

。

こ

の

七

千

も

の

と

し

て

の

七

千

万

ド

ル

程

度

を

含

め

た

三

億

二

千

万

ド

Jレ

と

い

う

額

が

務

が

明

確

侭

さ

れ

た

の

で

あ

る

し゚

か

し

て

、

主

と

し

て

こ

れ

陀

対

応

す

る

匠

背

馳

し

な

い

よ

う

実

施

す

る

こ

と

、

す

な

わ

ち

沖

縄

の

核

抜

ぎ

返

還

の

義

九

六

九

年

の

共

同

声

明

の

第

の

返

還

を

一

い

う

わ

が

国

政

府

の

政

策

返

還

協

定

第

七

条

の

規

定

匠

お

い

て

、

米

国

八

項

匠

沖

縄

の

わ

が

国

ヘ

答 ．

か

な

る

性

格

の

支

払

か

。

問

七

l2 

そ

の

積

算

の

基

礎

い

か
ん
。

「

核

撤

去

な

ど

に

対

し

て

七

千

万

ド

―ヽ昌
.い‘
、
夕

さ・

石

g
|
i
i
i
|
l
I
l
l
l
l
I↓

忌

gi

政

府

は

、

ル

程

度

」

と

い

う

の
・は

ヽ '-、

9,^― ぃ：，
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25-1 

答
な

わ

れ

る

こ

と

に

よ

り

い

さ

さ

か

も

/

/

 
見

響

さ

れ

る

忍

の

で

は

な

く

、

米

側

は

・、

こ

の

米

欄

の

義

務

は

．ヽ

こ

れ

に

見

合

っ

た

日

本

側

の

支

払

が

返

還

後

匠

行

側

に

あ

る

丈
ー

"u

こ

と

点

の

疑

い

も

な

い

゜

憩

で

行

な

わ

れ

る

、

揆

言

す

れ

ば

核

抜

ぎ

は

返

還

ま

で

匠

行

な

う

義

務

が
rヽ.-

木

たーつ、

ヽ

'
 

-
I
 

沖

纏

の

返

返

が

右

致

策

97 
VL 

に＝じ

し

な

い

状

慈

、

す

な

わ

ち

核

抜

き

の

状

よ

う

7
)

中

亀

i
u
.
`
.
1
5り

国

は
J, 
::r:r: 
/ ‘  

同

声

明

返 0 第

選 0 八

そ o項

の

の ;3 に

危 0 述

(10oベ

ら

れ

た

〇

〇

を

実

控

す

る

差

務

を

負

つ

て

い

る

の

で

あ

る

日

本

政

府

0

非

核

政

策

匠

反

し

な

い

女た化さ
-f十
孟文

き． 

応

つ

い

一(_ 
｝叶
io  

ヽ

協

定

第

七

条

が

明

噂

紅

定

め

て

い

る

と

：お=

hヽn 

米

を

取

り

付

け

て

あ

る

か

。

す

れ

ば
ヽ

乎
ノ！＼

側

が

撤

去
碑
誕

を
ー立＾

即

払

い

す

る

こ

と

に

つ
-,~ 
さ

米

側

の

約
r 

牙

な

わ

れ

な

い

の

で

は

な

い

か

。

も

し

返

還

前

匠

行

な

わ

れ

る

の

だ

と

る

こ

と

か

ら

み

れ

ば

、

米

国

匠

よ

る

核

の

撤

去

は

返

還

後

に

し

か

行

立—l

3|
l
l星

|li
l
l
_

、2
、

1
]

の

支

払

ば

、

闘

七

核

抜

き

に

関

す

ヽ

る

わ

プ

ブ

沖

縄

返

還

良

厄

1

ー
な
わ



・っ．究
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25-2 

の

必

要

性

を

特

に

と

り

だ

し

て

米

側

に

約

束

さ

せ

て

お

く

ま

で

も

な

い

こ

と

で

あ

る

。

あ

っ

て

、

費

用

前

払

い

要

な

費

用

を

自

ら

のて

資い

金る

の以

中 上

か こ

ら れ

手を 心
←又9

当 履 -
． ・マ

て 行

すす

べる ．
芯

ぎたt:•
・令

こめ．：

と返
. • ：し＇

は還
当詞

. ・ ・. g• 

然核. ; :.'fゞ

'ぷの_J
こ

と

．で．． 9・・., 

こ

の

義

務

を

負

っ

笞

苔

璽

ー

函

月

翌

g
l
i召

g名

in9堡
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25-3 

ベ

て

ぎ

た

と

お

り

、

な

ん

ら

疑

い

の

余

地

の

な

い

と

こ

ろ

で

あ

る

。

あ

る

。

い

ず

れ

に

せ

よ

、

沖

蠅

が

核

抜

き

で

返

還

さ

れ

る

こ

と

は

、

累

次

述

認

さ

れ

て

お

り

、

そ

の

他

の

種

類

の

核

兵

器

の

存

在

も

考

え

ら

れ

た

た

め

で

こ

と

を

強

く

要

請

し

た

の

は

メ

ス

B

が

存

在

し

た

こ

と

が

事

実

と

し

て

窟

石

日

本

側

が

い

わ

ゆ

る

核

抜

き

に

つ

き

共

同

声

明

に

心

協

定

匠

も

明

記

す

る

う

こ

と

答

沖

縄

「

沖

縄

返

還

を

共

同

声

明

第

八

項

に

い

う

日

本

国

政

府

の

政

ち

策

匠

背

馳

し

な

い

よ

う

実

施

す

核

撤

去

な

ど

匠

対

す

る

も

の

で

あ

る

と

の

こ

と

で

あ

る

が

沖

縄

に

核

が

存

在

ず

をか‘

日米

本国

政の

府施

と政

し権

て下

公に

式あ

匠る

申現

し在

上沖

げ縄

る匠

立核

場が

匠あ

なる

いか

°な

ぃ
か

と

い

七

千

万

ド

ル

を

米

国

匠

支

払

う

理

由

は

な

い

で

は

な

い

か

。

る

証

拠

と

考

え

て

よ

い

か

。

こ

れ

は

現

さ

も

な

け

れ

ば

、

ヽ

在

説

明

匠

よ

れ

ば

、

右

―

―

―

億

二

千

万

ド

ル

の

う

ち

七

千

万

ド

ル

程

度

が
政

問

七

ー

12-2 

し

て
、

沖

縄

返

還

協

定

第

七

条

に

、

苺
乱
も
ヨ
共
槃
吾

1.jぢ
溶
拇
廷
酋
譴
勇
濯
桑
滋
『
数
＇

る

こ

と

」

を

特

記

し

て

お

り

、

府

三

億

二

千

万

ド

ル

支

払

の

一

項

目

と
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26 

答
考

え

て

い

る

。

法

が

あ

る

か

ど

う

か

に

つ

き

さ

ら

匠

米

側

と

話

合

い

を

続

け

て

ゆ

き

た

い

と

心

情

的

に

は

念

に

は

念

を

い

れ

る

と

い

う

意

味

で

な

ん

ら

か

適

当

な

方

＜ ヽ
解．考

でえ

きて

るい

の

で
ヽ

協

定

上

の

約

束

以

上

に

必

要

で

あ

る

と

い

う

意

味

で

は

な

な
い
。

し

か

し

な

が

ら

核

に

関

す

る

沖

縄

住

民

の

気

持

も

十

分

理

あ

た

っ

て

点

検

す

る

と

い

う

よ

う

な

方

法

で

）

確

認

す

る

必

要

が

あ

る

と

は

な

ん

ら

か

の

方

法

で

さ

ら

に

具

体

的

匠

（

た

と

え

ば

個

個

の

施

設

。

区

域

匠

こ

ろ

で

あ

り

、

政

府

と

し

て

は

返

還

後

の

沖

綱

に

核

が

存

在

し

な

い

こ

と

を

明

及

び

今

回

の

沖

縄

返

還

協

定

第

七

条

に

よ

り

明

確

匠

約

束

さ

れ

て

い

る

と

沖

縄

の

「

核

抜

き

」

返

還

に

つ

い

て

は

、

一

昨

年

十

月

の

日

米

共

同

声

問

七

13 

畠
う
。

曰ー 核

撤

去

確

認

の

た

め

の

点

検

が

必

要

と

考

え

る

が

、

政

府

の

見

解

を

沖

縄

に

核

兵

器

が

存

在

す

，

核

撤

去

に

伴

う

費

用

を ・

るわ ―

こ が 、

と 国
はが

明負・

ら担
か

で

あ ＇

り '
ヽ

復

帰

の｀

際
i 

ー

で

g
i
l
l

ー

i
葱

l
i
|
l且
喜
釘
逹

i
i
l'・
、．9
．．． 

‘ヽ
ー
・`・cr
・打
．i
．．9
4
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ら

に

明

確

匠

す

る

た

め

協

定

第

七

条

に

お

い

て

核

に

関

す

る

わ

が

国

の

政

い

て

は

な

ん

ら

疑

い

の

余

地

の

な

い

と

こ

ろ

で

あ

る

が

、

今

回

こ

れ

を

さ

間

の

深

い

相

互

理

解

と

信

頼

に

基

づ

く

確

約

で

あ

っ

て

、

そ

の

実

施

匠

つ

ン

大

統

領

と

の

共

同

声

明

第

八

項

で

明

ら

か

な

と

お

り

、

日

米

最

高

首

脳

答

日

沖

縄

の

「

核

抜

き

」

返

還

は

、

一

昨

年

十

て

そ

の

不

安

を

除

去

す

る

一

月

の

佐

藤

総

理

と

ニ

ク

ソ
゜

つ

も

り

か

。

果

は

ど

う

な

っ

た

の

か

。

ま
た
、

沖

縄

県

民

に

対

し

て

は

、

ど

う

し

の

協

議

は

行

な

わ

れ

た

の

か

。

行

な

わ

れ

た

の

で

あ

れ

ば

、

そ

の

結

趣

旨

を

答

弁

さ

れ

た

が

、

そ

の

後

核

撤

去

の

方

法

に

っ

す

で

に

そ

の

時

期

に

ぎ

て

い

て

日

米

間

る

の

で

、

早

急

に

や

ら

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

思

っ

て

い

る

」

と

の

具

体

的

に

相

談

は

で

き

て

い

な

い

が

、

ー一3
 

ー

日

の

予

算

委

員

会

匠

お

い

て

楢

崎

誤

員

の

質

問

匠

対

し

、

い

「

い

ま

だ

問

七

ー

沖

縄

か

ら

の

核

撤

去

の

方

法

に

関

し

、

ー

3l§
埒
8
9召
3
苔
喝
乱
役
3
埒

ti品
1

億
．
岳
翌
塁
召
社
全
品

u
g笥

5

召
滋
翌
忌
遠
与
藉
醤
月
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と

承

知

し

て

い

る

。

兵

器

撤

去

計

画

立

案

に

つ

き

日

米

間

で

協

議

す

る

と

い

う

趣

旨

で

は

な

い

が

い

ず

れ

早

急

に

や

り

た

い

と

の

意

向

を

示

し

た

も

の

で

、

具

体

的

な

核

そ

の

よ

う

な

話

を

い

ま

だ

し

て

い

な

い

め

の

話

合

い

い

て

も

随

時

米

側

と

こ

の

問

題

を

念

を

お

く

こ

と

が

当

然

あ

り

う

る

の

で

、

の

場

に

お

し

て

お

し

て

も

大

き

な

関

心

を

持

つ

て

お

り

、

今

後

の

沖

縄

返

還

協

定

実

施

の

た

国

佐

藤

総

理

の

答

弁

の

意

図

は

、

核

抜

き

の

返

還

匠

つ

い

て

は

わ

が

国

と

（二）

薗
息
屠
月
屑
ー
：

ー

，

．
疇
3

ー
！
ー
，
呂

l
iら

羽
名
柏
目
＄
証

ヽ

r,"
-â
d

「

核

抜

き

」

還

す

る

と

い

う

こ

と

を

米

国

は

約

束

し

て

い

る

責

任

を

も

っ

て

こ

れ

を

実

施

す

ら

で

は

な

い

。

し

を

実

施

す

る

か

匠

つ

い

て

は

日

本

政

府

と

協

議

す

べ

き

性

質

の

こ

と

が

る

次

第

で

あ

る

か

ら

、
の

で

あ

り

、

し

た

が

つ

て

、

沖

縄

が

返

還

さ

れ

る

暁

匹

は

、

ど

う

や

っ

て

核

な

米

国

は

当

然

核

が

な

い

核

抜

き

で

返

ち

策

匠

背

馳

し

な

い

沖

羅

返

還

を

条

約

文

と

し

て

明

記

し

た

次

箪

竺

で

這秒
誌
厖
心
虞
羹
翠
譴
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し

て

こ

れ

を

公

表

す

べ

き

立

場

に

は

な

い

。

）

:9 .
.
 
＂
｀
9
·

·
f
.

l

•

"
”
9
9
.
i
'
,
1

ぃ

,1
J.-

；
‘
.
9
1'ー・
り．，
．9日
1
・

,
4
 .
.
.
 

1

,

 ．

．
 
，
 

`• 
9

,

1

j

 

容

が

い

か

か‘

で

あ

っ

た

か

に

つ

い

て

は

外

交

上

の

機

密

で

あ

り

、

政

府

と

已

と

の

話

を

い

つ

行

な

っ

た

か

及

び

そ

の

際

の

内

（
前
1
111

口

の

ご

と

き

米

側

泡
喜
計
葛
舅
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目
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答

で

は

な

い
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先

が

日

本

以

外

の

ど

こ

で

あ

る

か

は

、

そ

の

性

質

上

明

ら

か

匠

し

う

る

も

の

さ

れ

て

い

る

事

が

ら

で

あ

り

、

な

ん

ら

疑

問

の

余

地

は

な

い

が

、

核

抜

き

返

還

匠

つ

い

て

は

、

深

い

坦

焙

と

信

煩

の

下

両

国

首

脳

間

で

確

約

が

ど

こ

匠

宕

峡

す

る

の

か

。

tち
I叫

七

14 

核

の

移

転

核

の

摺

去

等

に

対

し

て

七

千

万

ド

ル

程

度

が

合

意

さ

れ

た

と

い

う

名

y
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i
g
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t
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岱
名、

と

し

て

日

本

側

が

協

定

に

基

づ

い

て

支

払

う

こ

と

と

し

た

も

の

で

あ

位

協

定

違

反

と

は

な

ら

な

い

。

か

か

る

余

分

の

負

担

分

に

見

合

う

も

の

を

、

国

際

間

の

衡

平

公

正

な

処

理

す

る

必

要

の

な

か

っ

た

分

の

負

担

を

含

む

こ

と

と

な

る

。

米

側

が

支

払

う

か

に

軍

労

誘

者

の

退

醸

金

を

支

払

う

こ

と

と

な

る

と

こ

ろ

、

>．

l
'隅

窟
f

届
負
菩

．茅
憩
函
砥
慕
醤
濾
忠
碍
r

4

『

t也
勇
攘
森
翌
苔
苔
甚
箋
該
表
翌
氾
政
¥
褥
爵
翌
り

P§
魯
玄
醤
隈
名
岱
蕊
．
訃
扱

ざ

[

：

）

つ

、

2

□ョ
こ

こ

5

1

E

i
ヨ
1
t
、

地

位

協

定

第

二

十

四

条

9

返

還

後

は

地

位

協

定

第

二

十

四

条

匠

よ

っ

て

米

側

が

所

定

の

手

続

に

よ

り

つ

い

て

は

沖

蠅

軍

労

務

者

の

強

い

希

望

、

者

と

の

均

衡

等

の

詣

点

を

勘

案

し

て

復

帰

前

雇

用

期

間

を

含

め

た

本

土

な

み

通

算

の

計

算

方

法

侭

よ

る

こ

と

と

し

た

の

で

返

還

な

か

り

せ

ば

米

側

が

負

担

匠

対

す

る

違

反

で

は

な

い

か

。

問

七

ー

15 

退

鏃

今

3
¢

オ

ブ

且

ぃ

j

え

一

立

口

F

乍

ぷ

k

つ

て

地

本

土

軍

労

儒

い

か

な

る

退

殿

金

を
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考

慮

し

て

、

約

七

五

百

万

ド

っ

た

場

合

の

予

想

支

払

を

ル

産

度

を

支

払

う

こ

土

の

基

本

労

務

契

約

等

の

算

定

方

式

匠

従

い

米

軍

が

支

払

う

の

で

あ

る

。

と

も

に

沖

蠅

復

帰

が

な

か

の

経

贅

を

こ

と

と

ず

こ

え

る

余

分

と

と

し

た

恣

る

と

二

十

七

年

四

月

三

十

日

以

降

で

復

帰

前

の

雇

用

期

間

を

通

算

し

た

う

え

、

本

労

務

者

が

復

帰

前

よ

り

引

含

続

き

四

用

さ

れ

て

い

た

者

と

み

な

し

ー
ズ
、

昭

和

金

の

計

算

忙

つ
い

て

は

、

本

土

労

務

者

と

の

潅

衡

等

を

考

黙

し

て

こ

れ

ら

の

て

さ

れ

て

い

る

よ

う

匠

、

、Tカ

＞

復

帰

後

退

聡

す

る

沖

謎

の

米

軍

労

務

者

の

退

聡

し

て

厄

し

い

と

い

う

要

求

が

あ

っ

た

が

、

交

渉

の

結

果

合

意

鶉

事

録

匠

明

ら

あ

る

い

は

労

務

費

の

増

加

部

分

）

に

つ

い

て

は

ぜ

ひ

日

本

側

匹

苓

い

て

負

担

増

加

す

る

各

種

の

経

費

（

た

と

え

ば

電

気

代

、

水

道

代

等

の

負

担

増

加

部

分

答

沖

縄

返

還

協

定

交

渉

の

過

程

で

問
七
，
ー

16

雇

傭

の

分

野

等

で

の

余

分

の

経

費

と

は

何

か

。

問

七

ー

16

差

換

え

ヽ

米

側

は

沖

蠅

返

還

匠

よ

り

そ

の

負

担

が

そ

の

積

算

を

示

せ

。

;
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（
注
）

ー

じ

て

支

払

つ

て

い

る

。

務

者

の

退

防

金

の

差

額

を

日

政

援

助

金

と

し

て

硫

球

政

府

を

通

復

帰

前

匠

姦

い

て

も

本

土

軍

労

務

者

の

退

職

金

と

沖

縄

軍

労

と

し

て

計

算

し

て

い

る

。

数

に

い

て

は
、

現

在

の

実

っ・竺虞
パー^ニニエー
ザ

を

勘

安
示

し

て

の

労

務

者

の

平

均

勤

続

年

数

で

あ

る

約

十

年

を

前

提

ベ

ス

ア

ッ

プ

を

見

込

み

、

ま

た

復

帰

前

の

勤

続

年

~J.. 

Iょ

ぁ、

ヽ

退

職

金

算

出

の

基

礎

と

な

る

退

職

時

の

給

与

に

つ

い

て

は

、

従

来

さ

れ

た

場

合

陀

は

）

し
、

七

五

百

万

ド

.Jレ

い

る
。

万

人

の

労

務

者

が

従

琴

と

同

様

の

傾

向

で

退

職

す

程

度

を

見

込

ん

で

（

さ

ら

匠

積

算

根

拠

を

造

及

る

場

合

を

予

想

し

て

算

出

な
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は

な

い

。

（

大

蔵

省

作

成

案

）

賛

后

は

米

側

に

代

わ

っ

て

日

本

政

府

が

一

肩

代

り

す

る

と

い

う

性

質

の

も

の

で

務

管

垣

の

費

后

は

米

真

が

負

担

す

る

こ

と

と

な

つ

て

い

る

の

で

、

こ

れ

ら

の

の

よ

う

な

数

字

の

話

が

で

た

7箕

｀ 賃

承

知

の

よ

う

匠

地

位

協

定

に

よ

っ

て

労

管

垣

に

つ

い

て

日

本

側

匹

負

担

し

て

筏

し

い

と

い

う

金

頌

の

目

安

と

し

て

そ

大

蔵

省

と

財

務

省

と

の

交

渉

の

過

君

爬

お

い

て

、

米

側

よ

り

沖

闘

の

労

務

さ

れ

た

場

合

匠

は

、

ヽ

つ

い

て

日

本

因

は

了

承

し

た

と

さ

れ

て

い

る

で

は

な

い

か

と

具

体

的

匠

追

及

（

新

聞

乾

道

に

よ

れ

ば

労

弱

菅

珪

費

の

肩

代

り

分

ヽ

0

0

0
万

ド

ル
に

答

そ

の

よ

う

な

襄

実

は

な

い

。

負

担

す

る

と

い

わ

れ

て

い

る

が

、

地

位

葛

定

違

反

で

は

な

い

か

。

米

側

の

労

誘

晉

廻

翌

が

増

加

す

る

の

で

こ

れ

を

日

本

偲

が

厨

七

l7 

に

伴

い

、

沖

樋

の

米

軍

労

務

者

が

直

接

雇

用

か

．

ら

間

接

雇

用

へ

移

行

す

る

の
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」.,．'

・
・
'
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笠
に3

マ
し

差

し

て

い

さ

ら

に

て

い

ば

ヽ

る

は

脳

大

も

の

か

れ

る

こ

と

な

ど

が

含

ま

れ

て

い

る

。

な

涵

匠

の

げ

る

米

政

府

に

よ

る

軍

事

徳

設

が

い

で

米

政

府

か

ら

の

授

助

で

作

ら

れ

た

学

佼

等

が

存

在

すず

れ

は

無

償

る
こ
と
、

屑

の

財

産

と

な

る

こ

と

、

現

在

琉

球

政

府

あ

る

い

は

市

町

村

の

資

産

と

な

っ

米

匡

政

府

に

よ

り

造

成

さ

れ

た

坦

立

地

が

復

帰

に

よ

り

無

償

で

日

本

政

と

い

う

表

衷

が

使

わ

れ

て

い

る

も

の

で

あ

る

。

右

事

惰

の

中

に

は

‘ 

た

と

え

芸吊
2
.
I
・

ー

が

勘

案

さ

れ

た

こ

と

恣

事

実

で

あ
り
、

...., 
rら
し

の

意

味

で

「
等
」

(
i
n
t
e
r
 
a
l
i
a
)
 

で

あ

る

が

、

そ

の

算

定

の

背

景

と

し

て

は

、

こ

れ

に

現

わ

れ

な

い

詰

監

の

事

協

定

第

七

条

に

掲

げ

ら

れ

て

い

る

つ

の

項

目

を

柱

と

し

て

考

慮

し

た

急

の

す

で
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と

に
申

Rl 
ート．、プ

し

ベ

た

と

お

り

、

同

七

19 

を

考

慮

し

、

L— 

第

七

必こ
；；丈

の

に

い

う

一等 0 、.

L— 
一
ヽ

今

回

の
＾ 

ヽ

i
n
t
e
r
 
a
l
i
a
 

ヽ

璧

用

を

負

担

す

三

億

二

千

万

ド

｝レ

の

対

米

支

払

は

、

と

は

何

か

。

。

る

こ

と

と

な

る

こ

と

等
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答

ら

れ

て

い

る

わ

け

で

は

な

い

＜
 

゜

般

的

に

さ

す

表

現

で

あ

っ

て

米

側

が

般

的

に

指

接

し

て

い

た

て
、

こ

れ

に

よ

り

特

匠

具

体

的

事

例

が

考

え

こ

と

を

念

頭

忙

置

い

て

、

そ

の

旨

を

ご

の

費

用

が

退

聡

金

の

分

野

の

侵

か

忙

e
m
p
l
o
y
m
e
n
t
 

も

あ

り

う

る

旨

を

交

渉

の

過

程

忙

お

か

り

せ

ば

米

側

が

負

担

す

る

必

要

の

な

か

っ

た

で

あ

ろ

う

し
J

こ

ろ
の
「
余
分
」

こ

こ

忙

い

う

＇一、

--T 

ヽ

ヽ

ヽ

雇

用

の

分

野

全〇

一侭：
ぉ入

ぃ

一L 
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の

等

と

は

、

復

帰

な

を

さ

す

の

か
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拿仁

し
、

果

r

戸！叫

七

務

定

記

紋

の

核

の

移

転

そ

の

他

の

関

係

の

も

逗

透

日

に

な

っ

て

森

り

、

21 

よ

う

な

支

払

計

固

と

し

た

も

の

装

け

る

邸

を

初

年

度

匹

括

払

い

を

主

圧

し

た

が

、

ま

た
—: r 
勺‘i

継

核

の

苓

転

贅

そ

の

他

の

関

応
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で
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方

法
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米

渕

は

、

あ‘
（

大

戸

省

作

戌

）

て

支

払

う

で

あ

る

。
v~ 

こ

と

と

数

次

に

わ

た

る

交

渉

の

結

資

産

は

同

時

履

行

の

見

地

か

ら

米

髯

は

、

い

ず

れ

復

帰

前

に

財

政

負

担

を

行

な

ぜ

均

分

と

し

な

か

つ

た

の

か

。
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も
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I 7
 ヽ

方
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に

か

ね

力.¥

ね

か

ら

の

強

い

え
て
、

そ

し

て

本

ま

た

当

然

の

竺

要

賛

は
、

か

ら

退

野

金

等

も

う

少

し

申

し

上

げ

き

わ

ゆ

る

三

公

社

等

の

悶

俣

で

関

係

と

申

の

し

ま

す

の

.. 
J,-：-恥よ
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．て
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文冬
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名「
{

r

ゴ
ノ
そ

軍

労

の

言

俣

の

い

-> （ 
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こ
ヽ

ヽ

こ

.,.. ;• ・ • 
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が已

ぐ
で
?'・. t) 

の)

四

亨

ii-5
.
、
が
、
ふ
り
良
す
。

阿．
5

年

雇

芦

尻

全

郎

ず

｀

に

｀

り

と

切

り

か

・

デ

・-.
A
,T
i
i
1

且
．
，
、
，い
勺
l

i

ー

い
、年
ふ＇；
f.ご
・
戸"
-
5
.
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`
．し

ぐ
‘
i宕
＂3．翌
臣
乱
哀
径

3姜
":
t
l．臼
汀
バ
汀
刈
且
計
汀
対
4
貰
目
汽
~
目

月
甘
祠
叶
引
卦

吋
翌
食
‘
げ

や
．
g

．蔚
斗
汀

4

り

1
"
＂4

乱

E
餃

E
E応
稔
苔
，ピ
じ
虞
賛
応
じ
笙
｛
信
粒
S
I
朽
奮
ぷ
し
炉
も
．

Jtぉ・
t
t…
5

.r
^
i"t
t
t
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ゃき
ゼ名・
{-
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い

ま

す

。

そ

れ

さ

ら

匠

r

ド
{

r

‘ヽ,"‘

↑i
.
{

、ら・
L

i‘

、

資

産

と

＾

ぅ

ゞ

ヽ

え、
U

rー
ゎ
名

の
「
5
5窟
，

1

で

ご

ざ

》

の

い

ま

す

。
億

七

一

十

五

百

万

ド

千

五

百

万

ド

ル

程

陸

r

七

千

万

ド

も

の

で

Jレ

程

度

が

撤

去

そ

適

当

で

あ

る

と

判

断

を

l/ 

た

し

そ

れ

か

ら

移

の

こ

•名

恥

で

;!/ 

程

虎I....．． 

‘ 

0
愛

知

国

務

大

臣

裕

額

三

億

二

千

万

て

申

し

上

げ

ま

す

ヽ^．

そ

汎

カ

ら

景

恥

金

等

他

の

れ

忙

た類負

次 す担

第る閂

--； F f名しご i.7う、

ごうて

-`ぶ⇔ ir ー，L-
0 し

の
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7-C 
ヽ

そ

の

内

容

を

し

Vヽ

な

ら

ば

、

登

芭

ま

せ

ん

。

Lヽ

｀
 Jレ

で

合

意

を

い

た

し

た

わ

け

で

あ

り

ま

す

。‘

可

7

ぎ
円
じ

ー

善

．

の
i,U
、
『
｀
咤

I

／＞ヽ
ー・

芭

定

上

に

、

祠

承

知

の

よ

う

に

内

訳

は

勢

げ

て

ご

ざ

い

「

三

億

二

千

万

ド

の

根

拠
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四

六
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ヽ
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稽

算

の

茎
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抜

苔
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き を― 多
J

し
て
ヽ

こ

の

三

億

二

千

万

ド

レ

て

つ

巻

ま

J

l

>
．
 

し

て

は
． 

佼

ド

ル

が

琴

．
初

の

こ

こ

匠

差

ん

で

お

き

ま

す

こ

と

が

達

当

で

あ

る

と

判

断

し

た

で

あ

h-

や

け

り

考

え

忙

入

れ

る

必

要

が

あ

る

と

思

い

ま

し-7-C. 
の

で
ヽ

わ

サ

万

七

千

:、r 
Jレ

で
r

や
は

'9
お

金

が

か

か

る

ヽ

キ-,.
ゃ

＾ 
守
- -し

は

な

か
キr・
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か
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tJ: o. 

ぃ
と
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も
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ヽ
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ゎ
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ざ
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忠
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あ
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《
ノ
と

こ

ろ

が

ぁ

る
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ッ• /‘ 4..,,. 

け

一
し

ご

ざ

い

さ

す

。

ご

ざ

い

夜

し
て

ヽ

こ

の

ヽ

し

た

が

い

ま

し

て

受

栞
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上
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↓ヽ

る
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ヵ
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tf `

1
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あ

る

と

考

え

た

わ

け
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ま

す
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う

閲

粍

ぷ
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ざ
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ら
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の

三
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千
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1
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中
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齊
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ま
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んが
。

ぉュ う

の

て

し／

る

の

で
す

i

r

 

ヵ

立

そ

う

す

る

は

立

て

か

え

払

い

森

り

古

せ

ん

が

r

て

米

政

庁

と

し

て

は

考

え

て

•
よ

ナ！

つ

て しi

う゚

こ

れ

は

穆

笠

の

し

か

し

r

そ

の

を

含

め

r

ま

た

そ

の

で

ご

ざ

い

ま

す

。

ま

す

か

と

閂

い

て

ヽ

ど

う

ア

メ

リ

カ

-/2-
L 

の

＝宅f胴

で

す

か

き

ず

三

炭

二

千

万

ド

年

次

払

い

す

る

。

‘
 

と
r

と

しへ

〇

楢

筍

委

員

う

ち

に

、

八／

の

う

ち

の

復

帰

し

て

を

払

う

。

あ

と

は

四

年

の

時

点

で

核

が

な

い

で

核

を

抜

く

の

で

す

か

。

て

か

え

で

抜

含

ま

す

と

い

、マ
刃仝ニ

‘丘立
→「コ
」

戸そ,E 
1••Cヽ

ド

Jレ

し

7J::. 

し
ヽ

こ

れ

は

、

遮

還

が

実

現

(2) 

抜

き→

の七

方千

法万

ヒド・

ル

の

内

訳

」

（

衆

予

、

四

六 ヽ

゜ 「
立
て

七

゜
か

え

払

二
―
)

し

て

い．
L . 

冦

ヽ • 

•

{ 

「

核

の

焦

検

」
洞

間

の

ヽ
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得

さ

せ

ら

れ

ま

す

か

。

魯
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唸
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ふ
ゲ

{
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裟
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ふ
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．
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．＇
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ご
t
,
[
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文
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信．ご
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い

い

で

す

か

、

も

し

森

つ

し

や

る

と

お

り

な

ら

r

金

は

遮

置

後

で

す

か

ら

r

と

こ

ろ

が

返

還

の

時

点

で

核

は

な

い

こ

と

に

な

っ

て

姿

る

う

の

で

す

か

ら

、

当

然

核

抜

き

に

す

る

た

め

忙

は

立

て

か

え

払

い

し

な

く

て

は

で

窒

ぬ

じ

ゃ

な

い

で

す

か

。

そ

れ

は

話

し

合

っ

て

な

い

。

そ

れ

か

ら

、

七

千

万

ド

ル

、

二

百

五

十

二

億

円

の

内

容

に

つ

い

て

は

警

算

甚

監

は

言

え

な

い

。

わ

れ

わ

れ

、

胴

羞

に

よ

る

と

r

．

少

な

く

と

も

千

発

以

上

は

核

は

あ

る

と

い

う

r

そ

う

す

る

と

、

一

発

匠

つ

い

て

二

千

五

百

万

円

で

す

よ

。

こ

ん

な

贅

用

を

見

稼

も

つ

て

装

る

。

核

は

毒

ガ

ス

よ

り

も

危

険

で

す

。

．

毒

ガ

ス

匠

つ

い

て

は

、

撤

去

の

方

法

を

明

示

し

て

、

そ

し

て

詳

翌

な

霰

去

の

方

法

を

謄

じ

て

r

沿

貰

の

沖

鍔

県

民

の

方

に

も

汽

力

を

求

め

て

お

る

。

核

抜

き

忙

つ

い

て

は

一

切

そ

れ

が

知

ら

さ

れ

な

い

わ

け

で

す

か

。

一

体

ど

う

な

る

ん

で

す

。

こ

れ

で

は

私

ど

も

が

核

抜

老

と

言

っ

て

み

た

つ

て

そ

の

保

麒

は

な

い

。

結

局

は

核

隠

し

だ

と

い

わ

ざ

る

を

得

ぬ

じ

ゃ

な

い

で

す

か

。

こ

れ

は

批

准

国

会

で

大

い

忙

や

り

た

い

と

思

い

ま

す

け

れ

ど

も

、

そ

の

点

に

つ

い

て

の

笠

理

の

飼

見

解

。

事

前

葛

翠

〔

に

は

か

か

ら

な

い

と

い

う

こ

と

と

、

そ

れ

か

ら

核

抜

き

の

証

明

匠

し

て

お

る

そ

の

年

生

用

の

問

望

如

し

て

も

r

全

然

こ

れ

は

根

犯

が

な

い

。

核

抜

ぎ

の

方

法

等

も

瞑

確

忙

さ

，

汎

な

こ

れ

を

も

つ

て

な

お

あ

な

た

は

核

抜

き

は

だ

い

じ

ょ

う

ぶ

だ

と

国

民

に

納

い
。

と
い

払

う

の
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醤
蓋
峯
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忙

も

な

る

し゚

か

し

、

そ

の

つ

の

信

頼

h

甘
吋

i'

迂
再
~
社
り
日
芍
9
-
i

§
§
9
・

五

”i'渇
1清
11冨？

‘, 

"ヽ"',．'rー

'II

の

で

き

な

い

こ

と

の

理

由

と

し

て

ヽ

て

い

る

こ

と

で

す

か

ら

` 
こ

れ

は

信

頼

し

な

け

れ

ば

た

だ

い

↓i
i
 

の

よ

C

だ.“.、.

お

話

森

る

の

で

す

叙

は

を

生

んれ

こ

は

申

す

中
6

で

も

な

く

束

を

し

r
 

ア

メ

リ

カ

が

，寸

r
 

fti9.，
 

翠

ど

も

と

゜

る

い

は

誤

解

で

い

た

の

か

ヽ

↓ヽカ

よ

う

に

思

い

ま

し

て

ヽ

意

外

陀

思

つ

て

な

点

力:

ぁ

ま

す

ヽ

た

だ

い

ま

の

よ

う

だ

と

思

い

゜

ヽ

核

の

問

鼈

忙

つ

い

て

立

て

か

え

払

い

す

る
ヽ

あ

と

で

日

本

払

つ

て

"‘↓ ヵ

く

れ

る

力ら

ら

と

い

う

こ

と

力
は

と

い

う

こ

と

で

あ

り

ま

す

し゚

た

が

つ

て

r

そ

の

意

味

に

お

い

て

は

ヽ

ア

メ

リ

中｛

の

Jレ

と

い

う

も

の

を

計

上

し

て

苓

る

で
あ
り
―

ま

し

て

ヽ

い

リ

カ

に

支

払

う

時

期

は

r
 

品

ど

も

は

払

わ

な

い

と

＾

う

こ

と
し．

ヽ

は

近

還

前

匠

金

は

約

七

千

万

ド

こ

れ

ま

す

か

ら

私

ど

も

が

支

払

う

ヽ

立

て

え

7ヽ,̀‘ 4ん

ス3
r

‘̀ 

そ

の

時

期

と

い

う

か

ヽ

ア

メ

r
 

束

済

み

で

ご

ざ

い

0
楢

綺

委

員

せ

ん

よ

r

．同

0
佐

葵

内

閣

鐙

理

大

臣

＾ャJ'—芦=.,... 
． 

フベ

ー・今ヽ

れ皇i
こ

は

し

か

し

ヽ

も

う

す

で

忙

約

も

予

会

が

あ

る

の

」-1‘
J(_ 

か

ら

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

゜

こ
-） 
C
-

ら
蒻
二
認
し
て

忠‘

か

な

け

れ

げ

い

け

ま

そ
ふ
;,jし

ま
9
l
"
‘
 

金

の

こ
l
-
J
 

で

す

か

か

な

あ

と

首

を

実

は

ひ

ね

つ

て

t̂ 

た

の

マし

す
。

る

の

で

、

J
ヽ
ぐ

た
ド

ど

う

い

う

こ

と

を
J

し
Jヽ
'A
 

ら

食

ー寺f
呼

「61i4 

だ

ろ

う

そ

れ

を

指

陪

し

て

おx

‘ 

ふ-
IJ:.. 

ぃ

9_

l

 

蓉

内

閤

～総

理

大

臣

思

っ

て

い

た

の

で

す

て

い

が

そ

の
ィ..,.
‘’し

め

に

は

ァ
メ

リ

カ

金

防

に

核

抜

き
r

が
呑
：
ず

＇
，ぷ
翌
翌
ベ
べ

r,

．
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,
J
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9
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は

勺

束

ぞ

t
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t
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r
5

ん

を

ア

メ

リ

カ

出

さ

け
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ば

で

き
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が

ヽ

て

お

り

ま

す

。

私

は

い

古
6

の

つい
幸ユ

ぃ
て

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

゜

だ

か

ら

r

て

で

き

る

の

関

望

が

鹿

る

て

は

信

頼

す

べ

き

危

の
,.、・，
7て
ヽ

か

よ

う

忙

.... 

か

よ

う

な

こ

と

で

す

う

い

う

こ

と

匠

な

ろ

う

か

と

思

い
了

陪

の

O

．↓

ヽ

ま―"一．
3
-

カ

こ

れ

は

点

猿

の

点

検

そ

こ

で

ヽ

い

ま

言

わ

れ

る

よ

う

に

、

立
て

か

え

払

い

が

外

で

ご

ざ

い

な

い

主
す
。

舌•一；．．．
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r・し9冠
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・ニ~99
心

芦 9

の

間

旦菩ヽ•5こ

か

よ

う

に

言

わ

れ

る

（

楢

崎

委

員

「

一

學

蔚

榜

累

に

か

か

ら

な

い

」

を

十

分

説

明

し

ろ

と

言

わ

れ

る

。

同

声

瞑

で

も

由

し

ま

し

た

。

、

9
•
V
-
{

i缶
吃
象
籍
娯
翌

t
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ふ
一

こ

と

が

非

常

に

私

は

意

日

本

校

冑

の

考

え

方

に

つ

ヽ

よ

う

に

思

で

あ

り

注

す

か

ら

米

政

磨

の

そ

れ

は

裟

の

問

阿

と

し

て

そ

約

束

を

甕

状

に

主

た

今

回

の

返

翌

お

り

ま

す

。

あ

と

忙

残

さ

九

も

と

に

初

め

た

も

の

は

点

給

だ

r

は
外
塁
二
享
殴

よ

り

以

上

の

処

麗

は

空

口

は

な

い

つ

て

も

そ

の

点

を

さ

ら

に

唄

硫

に

規

定

し

た

、

こ

う

い

う

こ

と

で

い

る

か

ら

r

そ

の

意

思

に

反

し

な

い

き

た

r

か

ら

だ
ヽ，

 

い

て

‘̀ 

J
 

ち・ヘ一、.,...
さ
．
r
!
h.
 

レJ

ぶ
）

こ

叙

は

す

で

に

共

は

十

分

珪

戸

し

て

巴
・
一
定
に
．
念
き
き
し

て

私

は

危

う

そ

れ

こ

と

で

あ

り

主

す

。

いこたつ O C) 思

でれだ い 佐 楢 つ

やはいて芦崎

らもまで内委

なちの す閤員

けろとね鯰

れんこ＾理核

ばもろ 楢大抜

なうま綺臣き

らすだ委 の

な で具員核方

い匠体ー］抜法

こそ的奏き匠

とう 応 ガの

だい相ス 方

‘う険と法

か時が同‘

ょ期でじ沖

ぅ匹含よ象喜

匠 なて うか

思つおにら

つてり←困紋

て茶まと 去

茶りせ呼す

りまんぶる

ます゚...__....そ

すかしこの

°らかれ方

‘しは法

争‘Jしさ ‘忙
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で

す

か

ら

、

資

産

引

継

ぎ

開

荏

の

g
i
 

億

七

千

五

百

万

ド

ル

ヽ

倖
ビ
ri臼

E

手
Fi子
1-i*-Fi

ね

ヽ

い

ま

言

こ

れ

は

正

薩

匠

資

料

と

し

て

こ

の

三

嵌

二

千

万

ド

こ

れ

の

中

身

で

す

｝レ

｀ そ

の

中

の

こ

れ

は

相

す

ま

ぬ

こ

と

だ

と

思

い

ま

す

よ

0

f
{
r
 

工
か
・・

時

間

あ

り

ま

せ

ん

し

r

あ

れ

会

匠

対

し

て

ヽ

も

斉

む

け

れ

ど

も

r

「

大

体

く

ら

い

こ

の

で

あ

り

走

す

」

と

い

う

よ

う

な

こ

と

で

は

と

い
こ

れ

を

あ

え

て

支

払

お

ぬ

と

い

う

瑳

由

を

国

民

匠

納

得

で

ぱ

t
ー
，

ず

だ

し

r

そ

の

中

身

は

実

は

こ

れ

こ

の

為

定

の

附

閂

文

書

で

す

か

r

こ

れ

の

中

に

は

項

目

が

あ

り

ま

す

が

ね

、

私

一

々

餞

み

ま

せ

ん

け

れ

ど

も

、

三

公

社

だ

と

か

行

政

津

物

だ

と

か

叢

路

樽

第

物

だ

と

か

炉

空

i

い

，

倖

の

忙

設

だ

と

か

い

ろ

い

ろ

あ

る

。

そ

れ

ら

lITに
つ
い
て
、

こ

れ

は

餞

ら

と

評

信

さ

れ

r

幾

ら

と

評

丙

さ

れ

て

こ

う

な

ん

だ

と

r

ア

メ

リ

カ

っ

た

け

れ

ど

忠

日

本

が

幾

ら

と

信

切

つ

て

こ

こ

で

ま

と

吉

っ

た

と

で

鍔

告

が

な

け

れ

ば

国

民

が

戸

得

し

な

い

。

そ

う

い

う

も

う

ち

ゃ

ん

と

判

こ

交

浩

中

だ

か

ら

大

体

っ

た

あ

と

の

国

う

よ

う

な

括

で

判

こ

を

押

し

て

し

ま

性

質

の

を

抑

し

て

し

ま

つ

た

あ

と

で

．` 

も

の

で

し

よ
う
。

そ

れ

を

r

交

渉

匠

あ

前

忙

叩

く

と

い

う

な

ら

、

た

つ
て

‘ 

い

う

よ

う

な

と

こ

ろ

芍

は

幾

ら

と

言

た

（

ん

書

い

て

こ

れ

な

ん

だ

と

い

う

こ

と
カ
ー
|
|

き

る

う

と

い

ぅ

こ

と

に

な

ヽ

り

f

こ
4→ /iし

匠

..i

名
．

は

、

本

来

支

払

う

べ

↓
・
ら
も

つ
い 苔

筋

の
て

は

強も

いの

意じ

見や

がな

出い

てと

硫

殊

政

府

あ

た

る

わ

け

で

す

か

ら

r

ふ
た
か
ら
r

ば

、

当

然

支

払

わ

な

き

や

な

ら

よ

う

に

明

ら

か

に

し

な

き

や

な

ら

ぬ

炉し

おユ い

と＇，

で

C-
こ

‘ 
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百
退
農
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魯
ば
に
習
房
打

間 〇おま

あ春約だ

り日束そ

さ正し れ

せーかに

ん君 ね

かま

ら菰す

‘は ゜

そ

れ

は

非

常

こに

れ不

は 満

問だ

題と

尻 い

し

ま

す

゜

あ

と

で

ま

た

う

こ

と

だ

け

言

つ

て

r

時

とて 00ご

でど国春ざ

すの諮日い

か程大正ま

ら戸臣ーす

国一要。＾ ノに

会体木

ての飼村怒

国釘目俊過

会季を夫は

に置出君そ

御をす-う

報仰か で

告ぐ‘そす

すここのが

るとれ中‘

しては身中

なも匠身

りちつ。

走ろ

すん

のが予の

［塁‘算交
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ち 在 計 の

よの上翌

とさ網
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つ
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こ
と

こ

つ

と
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こ

ろ

r こ

い

て

い

臣

ど

う

か
ね
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〇

臣

諮

大

臣

過

と

い

う

も

の
（

木

村

俊

夫

君

）

は

瞑

ら

か

陀

で

ぎ

な

い

と

い

う

こ

と

r

こ

ォし

こ

う

い

う

国

l
-
]

交

浩

で

す

か

ら

、

交

渉

の

経

は

双

方

の

約

束

で

ひ

と

出
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ぬ
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し
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資
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し
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い
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だ

き
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と

思

う
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で

す

が

r

ど

う

で

す

か

、

出

し

て

い

た

だ

け

ま

す

か

。

委

員

長

r

謹

鰐

し

て

く

だ

さ

い

。

〇

説

明

員

（

吉

野

文

六

君

）

こ
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は

財

務

当

局

と

も

踪

讐

し

て

後

ぼ

ど

こ

の

結

竪

匠

つ

い

て

阿

筑

告

由

＇

し

上

げ

ま

す
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奉

日

正
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を

七

八
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し
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も

の

で
あ
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、
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本

国

政

府
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移

転
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と

お
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第

六
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米

国
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協

定

第

七
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継
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ヽ
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追
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1

第

八

条

の

趣

旨

及

び

こ

の

規

定

が

置

か

れ

る

こ

と

と

な
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経
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問

八

ー

3

五

年

後

冗

は

沖

蠅

か

ら

の

中

継

活

動

が

中

止

さ

れ

る

こ

と

佗

つ

い

て

米

側

は

了

承

し

て

い

る

の

か

。

五

年

の

期

間

終

了

前

陀

活

動

が

中

止

さ

れ

る

可

能

性

は

あ

る

の

か

。

「

協

定

の

効

力

発

生

の

日

か

ら

二

年

後

陀

沖

縄

島

陀

お

け

る

V

o

A

の

将

来

の

運

営

妃

つ

い

て

協

議

陀

入

る

。

」

と

あ

る

が

何

を

協

議

す

る

の

か

。

（

移

転

す

る

場

合

わ

が

方

が

経

費

を

負

担

す

る

可

能

性

は

あ

る

の

か

。
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ー

5
1
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l

米

政

府

高

官

の

背

景

説

明

紀

よ

る

と

V

o

A

匠

つ

い

て

米

側

は

五

年

経

っ

た

ら

撤

去

す

る

約

束

は

、

し

て

い

な

い

と

述

べ

て

い

l

る
が
、
右
は
、

日

本

政

府

の

見

解

と

喰

い

違

う

が

い

か

ん
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畠
1

5

ヴ

ォ
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ス

。

オ

ヴ

・

ア

メ

リ

カ

中

継

局

の

運

営

の

継

続

陀

関

す

る

交

換

公

文

第

6

項

は

、

米

国

政

府

が

中

継

番

組

に

つ

き

日

本

国

政

府

の

表

明

し

た

見

解

を

単

陀

「

尊

重

す

る

」

旨

規

定

し

て

g

る

と

こ

ろ

、

こ

れ

で

は

好

ま

し

く

た

い

放

送

を

中

止

さ

せ

る

こ

と

は

で

き

な

い

の

で

は

な

い

か

0

;

，9.,
,
0
.

I‘ 

ズ
‘
ー
，

6

曰
"J

j
 

に
日ー 問

八
ー

4

り

第

八

条

に

関

す

る

合

意

議

事

録

の

趣

旨

い

か

ん

。

「

ヴ

ォ

イ

ス

・

オ

ヴ

。

ア

メ

リ

カ

の

運

営

を

継

続

す

る

必

要

性

に

対

し

、

十

分

な

認

識

を

払

う

用

意

が

あ

る

。

」

の

意

味

い

か

ん

。

右

の

規

定

は

、

継

続

を

許

す

こ

と

を

予

諾

し

て

い

る

の

で

は

な

い

か

。

匂
「
予
見
さ
れ
な
い
事
情
」
と
は
何
か
。
,
.
,
•
1
,
；
｀
ー
！
！
！
・
1

•I
•
1
・9
99
,
•• 
，
1
,
．
1
1
9
9
9
9
.
＇
,
'

,
•9
1
，
ざ

v

o

A

侭

関

す

る

交

換

公

文

（

第

六

項

）

冗

は

、

「

中

継

番

組

尻

関

す

る

責

任

は

米

国

政

府

の

み

が

負

う

」

と

し

つ

つ

、

「

日

本

放

府

は

必

要

と

認

め

る

と

き

は

そ

の

番

組

に

つ

き

自

己

の

見

解

を

表

明

す

る

権

利

を

留

保

し

、

米

国

政

府

は

日

本

政

府

が

表

明

し

た

見

解

を

尊

重

す

る

」

旨

を

述

べ

て
い
る
か
。

い

右

は

、

政

府

が

V

o

A

中

継

局

の

中

継

番

組

及

び

そ

の

具

体

的

内

容

を

モ

ニ

タ

リ

ン

グ

す

る

等

常

時

こ

れ

を

把

握

す

る

と

の

立

場

に

立

つ

て

い

る

と

理

解

し

て

よ

い

か

。

回

仮

妃

第

三

国

が

放

送

内

容

匠

つ

き

日

本

政

府

陀

抗

議

し

て

き

た

場

合

に

、

政

府

と

し

て

は

ど

う

対

処

す

る

つ

も

り

か

。
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問
八
ー
，

if

i
 

[の

責

任

が

府

陀

あ

る

こ

と

を

明

ら

か

陀

・

し

て

い

る

と

こ

ろ

、

具

体

的

に

は

い

か

な

る

手

続

匠

よ

り

処

理

さ

れ

る

こ

と

と

な

る

の

か

。
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現

在

V

C

A

が

使

用

し

て

V 

;>

い

る

土

地

は

い

か

な

る

性

格

の

も

の

か

0

.

,
.
1
1
1
,

：
＃

現

在

v

o

A

が

使

用

し

て

い

る

土

地

の

内

訳

（

旧

国

県

有

地

、

民

有

地

）

.5 

を

明

ら

か

紀

せ

よ

。

民

有

地

の

地

、

王

数

は

ど

の

く

ら

い

か

0

,

＇,
1
,

、1
1
.9

,

．1
1
1
,

．，T•• 

／． 

O

A

の

復

帰

後

の

活

動

は

地

位

協

定

と

関

係

な

く

、

し

た

が

つ

て

、

v

o

A

の

使

用

す

る

土

地

を

日

本

側

が

施

設

。

区

城

の

ご

と

く

提

供

す

る

こ

と

は

た

い

と

考

え

て

よ

い

か

。

そ

の

場

合

匠

は

、

復

帰

後

V

o

A

が

使

7
 

ー

用

す

る

土

地

の

使

用

権

は

誰

が

い

か

な

る

方

法

で

設

定

す

る

の

か

。

：

9
1
1
1
,

＇

．

問
八
ー

11

関

係

地

主

が

使

用

権

設

定

の

た

め

の

契

約

を

拒

否

す

る

場

合

に

は

V

o

g
 

／
 

A

は

そ

の

部

分

の

土

地

を

使

用

し

え

な

い

こ

と

と

な

る

と

考

え

て

よ

い

か

9:

問
八
ー

13

復

帰

後

V

o

A

は

、

な

ん

ら

か

の

特

権

免

除

を

う

け

る

の

か

。

ま

た

、

そ
の
職
員
の
取
扱
い
ぶ
り
い
か
ん
。
，
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毒日

米

国

海

外

広

報

庁

(

U

S

エ
A
)

I

S

)

及

び

V

o

A

の

関

係

い

か

ん

。
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ー

さ

g紫
g習
遵
岳
喜
負
，
J

4

.

.
;
”
`，ッi．
ー
~
•

-

羞
＿r．t
t
苓

し；
·

·
-
.

1．
ー~
廷
ク
・
ー
な

、

『
〉

'
T
i

-

苔
!
尻

~
<
9

、

遵
滋

仁）（イ）

て 継 て て 側

い米活い諸oか‘V

る国動る外0弓°
の が を が 国oこ A

で各行‘淀の陀‘

ぁ国な現お種関

れとつ在しへ中し

ば結て米て継‘

資んい国も活政

料でるが行動府

といのいたはは

しるかかわ米‘
て協｀、たれ国今

国定政るて海回

会を府国ぃ外の

に入はにる広交
提手把お戸報渉

出し握い旨庁の

あてして説の過

りいてこ明事程

たるいのし業陀

いかる種たのお
,o 0 か 寸 ← ー い

入 0 0 と環て

：手 A 云と→
：し 中つし米

詰

外

国

が

米

国

と

の

間

妃

結

ん

で

い

る

協

定

の

概

要

を

説

明

さ

れ

た

問

八

ー

ー

詞

政

府

は

、

今

回

の

交

渉

淀

お

い

て

、

V

o

A

の

問

題

．

冗

つ

い

て

は

、

米

国

が

各

国

と

締

結

し

た

協

定

の

内

容

を

検

討

し

、

参

考

と

し

た

も

の

と

思

う

が

、

ど

う

か

。

そ

の

通

り

で

あ

れ

ば

、

各

国

の

場

合

と

沖

梶

の

場

合

と

を

比

較

説

明

さ

h
だ

r-
（

i

I

I

l

l
1
i

i

ーー
1
1
1
1
9
9
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他

の

諸

外

国

と

米

国

と

の

協

定

で

は

、

ど

の

よ

う

に

取

り

決

め

て

い

る

か

。

、:.

‘ヽ

ヽ

^
Q
:＇ 

ー
＼

中

継

番

組

の

責

任

関

係

陀

つ

き

米

国

海

外

広

報

セ

ン

タ

ー

・

(

U

S

5
 

2
 

ま

た

、

国

務

省

と

の

関

係

い

か

ん

C
.
‘
,
：
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「
露
波
法

用

が

排

除

さ

れ

る

こ
と

し ．9! 
l 

よ
る

る

,1,~ 

.•. 
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•• 

1
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1
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.
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,．999
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•.. 

1
 
•...
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「
同
条
（
同
条
に
迄
づ
く
取
叛
を
含
む
。
）
盆
疋
め
る
と
こ
ろ
侭
」
と
あ
る

、

同

条

す

な

わ

ち

第

八

条

に

は

ど

の

よ

う

な

こ

と

が

定

め

ら

れ

て

い

‘‘f カの

か

。

き

た

、

取

極

の

性

質

い

か

ん

。

の

規

定

匠

か
か
わ
ら
ず
」

匠
な
る
の
か
。

と
あ
る
が
、

尋ー1

録こ

との

の法

開律

氏の

い施

か行

んの

°日

か

ら

起

算

し

て

五

年

間

」

返

還

協

定

と

鷺

波

法

第

三

条

と

の

関

係

い

か

ん

。

と
あ
る
が
、

電

波

監

珪

主

席

の

，．碩
限

26-IO 26-9 

同

法

の

ど

の

部

分

の

•9 

..
 

・
・・・・・11

• 

1.,．,
1
、,‘:

J

,

．,1
ー

9

9

 

・・・

ー・・・

、,．

1
.

．
 

＇ 

•••••• 

99 .• ,•9 

... ,
 

合

意

26-g 

に

関

す

る

琉

球

諸

島

高

等

弁

務

官

の

権

限

と

硫

球

政

府

行

政

と

の

関

係

い

か

ん

。

沖

網

の

輩

被

監

理

の

法

体

系

い

か

ん

。

20 

省

作

成
ヽ

19 

A
 V 匠

対
す

るの

規運
律営

はの

こ継

れ続

で に

十つ

分い

か て

°取

＾極
郵が

政行

省な

作わ

成れ
、.....,一

し

ぃ
る

力ゞ
ヽ

V 

゜ 。A
 

A 

の

s
i
i
t
a狂

哨
駐
乞
お
”

周

波

数

登

録

を

米

側

匠

行

な

わ

せ

る

理

出

は

何

か
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宝ー
な
召
去
ぶ
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5.fi・9,＂..9.

国

会

質

疑

現

地

配

布

資

料

イ

ス

。

オ

ヴ

。

ア

メ

リ

カ

（

概

要

）

A

広
報
室
作
成
資
料
）

九

七

一

年

七

月

U

s
 工

タ
イ
プ
の
実
態
は
何
か
。

交

換

公

文

0
中

匠

あ

る

無

線

テ
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行
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っ

た
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他
方
、

米

政

府

は

、

そ

の

放

送

内

容

に

は

な

ん

ら

刺

激

的

い

と

の

立

場

か

ら

復

帰

後

そ

の

存

続

を

認

め

え

ず

と

の

態

度

で

交

渉

を

国

政

府

の

放

送

業

務

が

わ

が

国

内

で

行

な

わ

が

国

と

し

て

は

、

ら

二

年

後

紀

る

旨

を

定

め

て

問

八

l

l

0
第

八

条

沖

網

島

紀

あ

る

い

か

ん

。

い
る
。

＞

。

日

本

政

府

は

、

＞

。

A

の

将

来

の

運

営

妃

A

中

継

局

の

復

帰

後

の

取

扱

電

波

法

等

法

制

上

の

た

て

ま

え

よ

り

し

て

も

、

わ

れ

る

こ

と

は

望

ま

し

く

な

外

い

に

つ

い

て

は

、

つ

い

て

協

議

陀

入

る

こ

と

と

な

る

V

o

A

中

継

局

の

運

営

継

続

紀

同

意

し

、

日

米

両

政

府

は

、

同

日

か

協

定

の

効

力

発

生

の

日

か

ら

五

年

間

沖

縄

島

に

お

け

第

八

条

の

趣

旨

及

び

こ
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規
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（
注
、

定

ご

手

紐

心

基

地

内

妃

本

郭

及

び

宿

舎

、

ぃ

．
所

在

地

米

大

使

館

紀

照

会

確

認

せ

る

も

の

）

゜

り

在

沖

縄

v

o

A
の

施

設

等

の

極

要

次

の

と

お

り

。

（
在
京

を

認

め

る

こ

の

で

あ

る

。

う

る

と

こ

ろ

で

あ

っ

た

の

で
ヽ

結

局

五

年

間

を

限

つ

て

の

暫

定

的

存

続

を

余

儀

た

く

さ

れ

る

こ

と

が

大

き

た

問

題

で

あ

ろ

う

こ

と

は

、

理
．解

し

沖

縄

返

還

•
1.i
i

で
．
，．55
之
q
X置
丞
ミ
言
繕9言
因

g
i
a
i
i

芦
“

．、．．．
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い
i

濯
f..1

．い？；
滋漬
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．．
 
啄・t•• 

国

政

府

紀

と

り

、

な

ん

ら

の

結

果

と

し

も

行

な

わ

れ

て

将

来

の

計

画

と

紀

妥

協

し

た

も
の

制

約

．

も

な

く

長

年

逃

読

し

て

き

た

事

業

が

て

い

た

。

右

の

ご

と

き

事

態

を

背

景

と

し

て

、

わ

が

国

と

し

て

も

、

米

め

妃

重

翌

な

役

割

を

果

た

し

て

い

る

と

し

て

そ

歯

ら

の

中

象

は

ア

ジ

ア

陀

お

け

る

米

固

の

政

策

忙

対

す

る

誤

解

を

防

ぐ

た

と

し

て

詰

外

国

に

お

い

て

て

お

り

、

な

か

ん

ず

く

沖

縄

か

た

も

の

な

く

、

こ

の

種

中

継

活

勁

は

米

国

海

外

広

報

庁

の

事

業

の

の

存

統

を

強

く

主

張

し

も

腐

ち

え

ぬ

ま

ま

妃

突

如

中

止

本

島

北

虹

恩

納

村
翠
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中

波

ヽ

ヽ

匂

使

用

電

波

ヽ

ヽ

一
波

1
0
0
0
k
 w 

音
楽
、

ユ

ー

ス

等

の

中

継

の

由

で

あ

る

。

ベ

て

い

る

。

米

本

国

か

ら

送

信

さ

れ

る

及

び

日

本

（
注
）

オ

適

信

で

あ

る

」

お
り
、

中

国

北

部

、

ソ

連

極

東

郭

、

諮

事

録

尻

よ

れ

ば

、

沖

縄

紀

お

A

は
、

い

て

主

要

中

継

施

設

を

運

営

管

理

そ

の

目

的

は

、

ノ
。
ヽ

フ
、
-
ノ

ト

高

等

弁

務

官

は

り

纏

住

民

七

三

名

、

客

年

八

月

発

表

に

な

っ

た

サ

イ

ミ

匠

お

け

る

ラ

ジ

右

の

中

継

と

は

、

計

八

八

名

ヘ

回

臓

員 ‘
 這
怨
霊
翌

t
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i狂

i
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万

座

毛

に

受

信

所

、

い
る
。

米

本

国

人

九

名
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廃
至
署
蓼
凜
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i
i
J
1
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同

国

頭

村

奥

間

に

送

信

所

を

有

し

て

一
九
七
一
年
三
月
現
在
）

ン

卜

と

述

朝

鮮
し

て

--1 

--r 
V 

ン

小

委

員

会

の

本

土

出

身

日

本

入

技

術

者

六

名

、

゜。
沖
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O
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（
短
被
）

・
六
、

0
-
0
こ
英
語

i

二

0
。
O
O
!
-
。
O
O

一
七
、
一
六
五
一
英
語
、
中
国
語

]
1
0
。
O
O
S
二
゜

0
0

一
七
、
二
五
五
一
中
国
語
、
朝
鮮
語
ー
一
九
。

0
0
!
二

°
0
0

i

九
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五
六
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国
語
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朝
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．
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o

A

の
日
本
向
け
放
送
は
r

構
和
条
約
発
効
を
控
え
た
昭
和
二
十
六

年
九
月
に
開
始
さ
れ
（
当
初
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
か
ら
放
送
）
、
昭

和
四
十
五
年
二
月
二
十
八
日
ま
で
行
な
わ
れ
た
。

注
日

沖
縄
の

V

o

A
放
送
施
設
は
一
九
五

六
月
匠
放
送
を
開
始
さ
れ
た
。

つ

て

い

る

。

ア

等

の

各

国

匹

苓

い

て

、

現

在

米

国

は

、

そ

の

他

匠

テ

レ

kw 

短

波

放

送

中

波

放

送

困

送

信

設

傭

独

、

v

o

A

の

中

継

放

送

活

劾

を

行

な

フ

ィ

リ

ピ

タ

イ

プ

用

及

び

遮

絡

用

設

備

が

あ

る

。
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と

等

が

定

め

ら

れ

て

い

る

。

政

府

に

あ

る

が

、

同

政

府

は

、

日

本

政

府

が

表

明

し

た

見

解

を

尊

重

す

る

こ

匠

関

す

る

請

求

を

解

決

す

る

責

任

を

負

う

こ

と

、

わ

が

国

関

係

当

局

の

承

認

を

要

す

る

こ

と

、
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署

名

の

際

、

愛

知

外

務

大

臣

と右

書

簡

陀

お

揆

さ

れ

た

、

＿

誓

能

の

こ

と

で

あ

る

。

動

上

の

周

波

数

等

電

波

の

発

射

の

基

本

的

特

性

に

の

み

行

な

わ

れ

る

べ

き

こ

と

、

い
て
は
、

そ

の

後

の

変

更

陀

米

国

政

府

は

、

中

継

番

組

の

責

任

は

米

国

中

継

局

の

活

動

を

基

礎

と

し

て

つ
い
て
は
、

現

在

の

特

性

r、
1

2

ノ

毒日ー

マ

つ
い
て

「

両

政

府

の

間

匠

締

結

さ

れ

る

取

極

」

は
、

復

帰

後

の

中

継

活

イ

ヤ

ー

駐

日

米

大

使

と

の

間

陀

交

と

は

何

か

。
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答

rー
、
リ

冬

了

さ

1

J

‘
、一

J
A
-

い

は

そ

れ

じ

1

月

に

で

も

右

中

継

活

劉

力

全

く

各

る

こ

と

と

な

ろ

か

、

が

示

さ

れ

て

い

る

こ

と

か

ら

も

祠

ら

か

ンーで

C 

→> 
“う

る

哲゚

定

姻

間

終

了

の

際

あ

る

意

議

事

録

妃

ぉ
い

て

五

年

後

の

縮

続

は

「

予

見

さ

れ

な

い

事

情

」

た

る

こ

と

で

あ

り

、

こ

の

こ

と
は
、

第

八

会

の

規

定

佗

明

ら

か

な

る

の

み

な

ら

ず

、

合

協

定

上

わ

が

国

が

同

意

し

た

の

は

、

中

継

活

助

の

五

年

間

の

暫

定

的

存

続

入

0

カ

ヽ （
移

1

索

令

・一

る

場

合

わ

が

方

が

経

費

を

負

担

す

る

可

能

性

は

あ

る

の

す

る

の

A

0

 

令夕

A

の

将

来

の

遮

営

紀

つ

い

て

協

議

紀

入

る

。

L-

と

あ

る

が

何

を

協

詣

「

協

定

の

効

力

発

生

に

沖

縄

島

妃

お

け

ろ

＞

。

る

可

詣

性

は

あ

る

問

八

3
 

土

さ

れ

-

て

米

側

は

了

承

し

の

日

か

ら

の

、i
0

令ん

て

い

る

の

か

。

二

年

後

五

年

の

期

間

終

了

前

．紀

活

効

が

中

五

年

後

に

は

沖

縄

か

ら

の

中

継

活

動

が

中

止

さ

れ

裟
員
負
鼠

i姿
<
B．
忌
想
舅
巧
塁
日
詈
召
匁
呉
極
迅
貨
祠

g
f
i
l冠

詩
召
情
晉
忠
む

¢
aを

g
胡

g
頌
極
員
急
～
台
苔
”
蕊
謬
3
祖
月
身
打
”
名
各
限
そ
遵
苔
姜
笞

i

云
含
灼
翠
逐

g
阻
翌
哀
ゴ
息
含
芦
荘
哀
登
f

,・. 

：・

‘ 
] : 

;’: 

る

こ

と

陀

つ

い
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費

用

を

負

担

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

よ

う

な

こ

と

は

な

い

。

-̀ノ

（

中

応

活

動

が

わ

が

国

外

匠

移

転

す

る

こ

と

と

な

る

場

合

爬

も

わ

が

阿

が

ぉ込

I
_
|
l
l
|
'
§

全
ー

碕
急

i
t
g
§

忍

i
i

召
•i

§

り

§
i
`

己
和
¢
世
羞
昔

l
i
t
i

釦
ー

ー

・

そ

れ

と

，
も

わ

が

国

以

外

の

地

匹

移

転

さ

れ

て

中

継

活

動

が

続

け

ら

れ

る

り

で

あ

る

。

中

継

活

動

が

認

め

ら

れ
るr

の

は

最

大

限

五

年

間

で

あ

る

こ

と

は
ヽ

前

述

の

と

い

ず

れ

匠

せ

よ

、

特

侭：

新

た

な

条

約

の

締
廷
和

心を
寺

の
吐土伍

置

が

と

ら

れ

な

［ 

の

わ

が

国

か

ら

の

中

継

活

動

終

了

の

時

期

、

態

様

が

討

購

の

主

題

と

な

る

。

と

な

る

の

か

等

は

い

ま

だ

予

測

し

え

な

い

が

、

協

議

匠

お

い

て

t
,
6

、

,'ù 

こ

れ

ら
こ

と
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 答

る

中

継

活

動

を

継

続

す

る

こ

と

が

米

国

に

と

り

必

要

と

な

り

う

べ

完

了

し

て

い

な

い

こ

と

が

あ

る

場

合

、

こ

れ

が

完

成

ま

で

の

間

沖

縄

陀

お

き

と

と

は

、 け

情

陀

よ

り

万

一

代

替

施

設

の

完

成

が

存

続

を

認

め

ら

れ

た

五

年

の

期

間

内

陀

地

（

移

転

さ

れ

る

こ

と

に

決

定

さ

れ

た

場

合

紀

お

い

て

、

い

事

第

八

条

に

関

す

る

合

意

議

事

録

中

継

活

動

の

の

趣

旨

は

、

v
o
A
施

設

が

日

本

以

外

の

示

さ

れ

て

い

る

こ

と

か

ら

も

明

ら

か

で

あ

る

。

議

事

録

侭

お

い

で
あ
り
｀
・

と

の

こ

と

は

第

八

条

の

規

定

紀

明

ら

か

な

て

五

年

後

の

継

続

は

「

予

見

含

れ

な

‘、1

る

こ

と

え

ご•d 

．．
 

協

定

上

わ

が

国

が

同

意

し

た

む

は

、

解

と

喰

い

違

う

が

¥F 

か

ん
0 

い

う

約

束

は

し

て

い

な

い

と

述

べ

問

八

3
 

ヘ

ァ ー

メ

リ

カ

の

渚

l
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．
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一ゞ．芸・

声
）

匠

つ

い

て

て

米

側

は

五

年

伝

え

ら

れ

る

米

政

府

高

官

の

背

景

説

明

陀

よ

る

と

、

§̂4召
は
ぎ

W
4且
肴
e沿

い

事

情

」

る

の

五

年

間

・い

る

が

r た

っ

な．
9―;  

た

ら

撤

去

す

予

見

さ

れ

た

合

意

の

暫

定

的

存

続

み

た

ら

ず

、

見

る

と

右

は

日

本

政

府

の v

o

A
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条

約

の

締

結

等

の

新

た

な

措

置

が

必

要

と

な

る

。

何

侭

よ

る

も

の

で

あ

り

、

こ

の
事
情
｀
・

完

成

ま

で

の

所

要

期

間

等

陀

つ
し

て

く

の

如

き

事

態

が

生

じ

た

場

合

に

継

続

匠

同

意

．

す

る

か

否

か

は

、

従

っ

て

継

続

の

予

諾

を

し

て

い

る

わ

け

で

は

も

ち

ろ

ん

な

く

、

あ

る

旨

を

述

べ

で

あ

る

が

、

想

像

し

う

る

た

も

の

で

あ

る

。

岳

l
l如喜＇

月
ー

I
i
_
I
,＇

’
ー
ー
，
ー
ー
ー
ー

I
I

ー
！
艮
因

g
|
!
|
|
＇,＇嘉

".,．
t

宅
，？・
5.a.9.'

.

.
 -，
ミ

9
姿・
じc‘

合^・
9

茫ャ
"
r
.

・
‘
ぶ
屯
g

運

営

の

延

長

が

認

め

ら

れ

る

か

否

か

は

そ

の

際

の

話

合

わ

が

国

政

府

と

し

て

は

右

必

要

性

紀

十

分

考

慮

を

払

う

用

意

の

の

日

米

間

の

話

合

の

結

果

如

れ

匠

同

意

す

る

場

合

に

は

本

協

定

と

は

別

個

陀

と

こ

ろ

で

あ

り

、

ー’

．
．
 

．．
 

ヽ

` i 

\

•

ぶ
，
．’

実

際

問

題

と

し

て

完

成

ま

で

完

成

遅

延

万
々

の

期

間

さ

ら

の

結

果

佗

よ

か

る

わ

け
侭：
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答

う

用

意

の

あ

る

旨

を

述

べ

た

も

の

で

あ

の

際

の

話

合

い

の

結

果

紀

よ

る

わ

け

で

あ

る

が

、

わ

が

国

政

府

と

し

て

は

、

と

し

て

完

成

ま

で

の

延

長

が

認

め

ら

れ

る

か

否

か

は

そ

り

必

要

と

な

り

う

べ

き

こ

と

は

、
継

続

を

許

す

こ

「

予

見

さ

れ

な

予

見

さ

れ

な

へ

移

転

さ

れ

い

事

情

に

の

運

営

を

継

続

す

る

必

要

性

に

対

し

、

認

め

ら

れ

た

五

年

の

期

間

内

に

完

了

し

と

を

予

諾

し

て

る

中

継

活

動

を

継

続

す

る

こ

想

像

し

う

る

と

こ

の

期

間

さ

ら

陀

運

営

そ

の

際

右

必

要

性

に

十

分

考

慮

を

払

ろ

で

あ

り

‘

実

際

問

題

．

が

完

成

ま

で

の

間

沖

縄

陀

お

け

と

が

米

国

陀

と

て

い

な

い

こ

と

が

あ

る

場

合

、

こ

れ

侭

お

い

て

、

よ

り

万

一

代

替

施

設

の

完

成

が

存

続

を

v
o
A
施

設

が

日

本

以

外

の

地

る

こ

と

佗

決

定

さ

れ

た

場

合

問

八

ー

4

（口）

S

事

情

」

と

は

何

か

。

規

定

は

、

十

分

な

認

識

を

払

う

用

意

が

あ

る

。

ス

ォ

ヴ

ア

メ

リ

カ

L— 

い

る

の

で

は

な

の

意

味

い

か

ん

。

り

第

八

条

佗

関

す

る

合

意

議

事

録

の

趣

旨

い

か

ん

。
S
5
9歪
覧
目
き
―

した

か

゜

右

の

｀
 

「

ウ

ォ

イ

I
Iむ―
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な

い

天

災

、

あ

る

の

で

、

で

あ

り

、

本

協

定

と

は

別

個

に

条

約

の

締

結

等

の

新

た

な

措

置

が

必

要

と

な

る

。

「

予

見

さ

れ

な

話

合
は
、

万
々

る
。

地

災

と

い

霞
翌

i
-

、/．． 
告

．`＂．．
．
 

1
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9
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陀

よ

る

も

の

つ

た

も

の

が

考

え

ら

れ

る

の

で

は

な

か

ろ

う

か

。

あ

ら

か

じ

め

特

定

し

え

な

い

が

、

代

替

施

設

完

成

上

回

避

し

得

い

事

情

」

と
は
、

ま

さ

に

具

体

的

に

予

見

し

え

な

い

も

の

で

完

成

遅

延

の

事

情

、

い

の

結

果

い

か

ん

こ

れ

に

同

意

す

る

場

合

完

成

ま

で

f

一．ヽ

．．．．． 

•
9

．
一
，
．

ヽ

＜
 

、4力

の

ご

と

き

事

態

が

生

じ

た

場

合

に

継

続

の

所

要

期

間

等

に

し

た

が

つ

て

、

継

続

の

予

諾

を

し

て ．．． `

 

,．

/
,
 

い

る

わ

け

で

た
お
、

紀

は

つ

い

て

の

日

米

間

の

陀

同

意

す

る

か

否

か

は

も

ち

ろ

ん

な

く

、

.

.
 9r.

..29
.9,‘̀
 

[• 
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答

こ

と

は

い

う

ま

で

も

な

い

。

は

当

然

で

あ

り

、

・
“

?

J

.

,
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＇
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且
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ド
圧
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い
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国
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宣i巴
国
，
＿
1

コ
ー
ゴ

"
~
·
9
9
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「 問

八

ー

5

「

尊

重

す

る

」

と

は

か

か

る

趣

旨

を

い

っ

た

も

の

で

あ

る

よ

り

真

剣

に

考

慮

さ

れ

、

わ

が

方

と

し

て

か

り

に

も

中

継

番

組

匠

れ

が

米

側

陀

つ

き

見

解

を

表

明

す

る

以

上

、

そ

の

後

の

番

組

に

反

映

さ

れ

る

で

は

な

い

か

。

こ
れ

交

換

公

文

第

6

項
は
、

の

表

明

し

た

見

解

を

単

妃

で

は

好

ま

し

く

な

「

尊

重

す

る

」

旨

規

定

し

て

い

放

送

を

中

止

さ

せ

る

こ

と

は

米

国

政

府

が

中

継

番

組

陀

ォ

イ

ス

、ウ

オ

ヴ

ア

メ

べ

き こ

で

き

な

い

の

い

る

と

こ

ろ

、

•• 
,
I
|
i
i
l
I

ー

ー

ー

緊

翁

存

i
i
i
|
i
|
|
|
i
ー

ー

ー

ー

！

そ

!-9
・

ー

ー

リ

カ

中

継

局

の

運

営

の

継

続

陀

関

す

る

つ

き

日

本

国

政

府
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答

番

組

は

、

ユ

ス
、

時

事

解

説

乃

至

新

聞

論

調

の

紹

介

及

び

音

楽

を

内

容

御

指

摘

の

交

換

公

文

に

も

あ

る

と

お

番

組

佗

関

す

る

責

任

は

、

一

切

米

国

政

府

匠

あ

る

。

ま
た
、

v
o
A
の

中

継

りヽ

v
o
A
の

中

継

場

合

紀

、

政

府

と

し

て

は

ど

う

対

処

す

る

つ

も

り

か

。

問

八
.
`
 

ァ

．．．
 

6
 匂

仮

紀

第

三

国

が

放

送

内

容

匠

つ

き

日

本

政

府

に

抗

議

し

て

き

た

に

立

つ

て

内

容

を

モ

グ

す

る

等

常

時

こ

い

右

は

、

重

す

る

」

v
o
A
 

い

る

と

理

解

し

て

よ

れ

を

把

握

す

る

と

の

立

場

沖

縄

に

お

け

る

v 
し

“込

゜

タ

リ

ン

政

府

が

＞

。

そ

の

具

体

的

て

い

る

が

、

米

国

政

府

は

日

本

政

府

が

表

明

し

た

見

解

を

尊

み

が

負

う

」

妃

関

す

る

交

換

公

ー文

関

す

る

責

任

は

米

国

政

府

の

は

必

要

と

認

め

る

と

き

は

そ

の

番

組

に

る

権

利

を

留

保

し

、

旨

を

述

べ

つ

き

自

己

の

見

解

を

表

明

す

A

中

継

局

の

中

継

番

組

及

び

と

し

つ

つ

、

（
第
六
項
）

紀
は
、

「

日

本

政

府

「

中

継

番

組

に

1
l
 

[
g
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さ
ー
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祖
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12 

即

応

し

て

、

対

処

す

る

所

存

で

あ

る

。

と

こ

ろ

で

あ

る

が

、

仮

に

そ

の

ま

た

、

御

質

問

の

第

三

国

紀

よ

る

抗

議

等

は

、

政

府

と

し

て

予

想

し

な

よ

う

な

事

態

が

起

っ

た

場

合

は

、

右

態

勢

に

い

て

は

了

承

し

て

い
る
。

を

米

側

か

ら

入

手

し

う

る

態

勢

と

す

る

所

存

で

あ

り

、

米

側

も

こ

の

点

に

つ

な

い

が

、

必

要

と

認

め

た

際

は

何

時

で

も

米

側

よ

り

右

番

組

、

しヘ

（
モ

て

常

時

そ

の

内

容

を

把

握

従

っ

で

い

な

て
、

い

と

承

知

し

て

政

府

と

し

て

は

、

と

す

る

も

の

で

あ

り

、

-
9
9
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い
る
。

ヽ

タ

ー

）

す

る

こ

農
鶏

・
し
翠
滋
槌
忍
母
暑
念
脊
勇
翌
蛋
毯
・
退
犀
童
マ
否
紀
ぷ

g
g
g忍社＇岳喜

§̀[Iー
点
乳
虻
箔
盗
翡
患
と
奇
念
只
忍
菌
翌
沿
象

g採
ぷ
逍

gほ

i窃
叙
誓
4
筵
路
俗
ぶ
共
笠
蕊

名
指
滋
き
翌
窓
店
甚

t百
言
藩
召
百
翌
瀾
厖
岳
氾
窃
姜
遠
A
r
a
.

｀

冷
9.

匁
笠
i-t

丸
？
t

心
L
f
i
[
i
r

，．し
t
5
・

、5

こ翠，

る

中

継

番

組

匠

と

を

特

陀

考

え

て

は

沖

糎

の

V

o

A

が

中

継

す

.-
; • 

放

送

の

内

容

そ

の

放

送

内

容

に

は

な

ん

ら

刺

激

的

な

も

の

は

含

ん

い い つ
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答

を

約

し

て
処

理

さ

れ

る

こ

損

害

発

生

の

場

合

、

い

る

次

第

で

あ

る

。

ら

紀

生

じ

た

国

家

責

任

の

履

行

の

た

め

公

正

か

つ

迅

速

な

解

決

を

図

る

こ

解

決

を

要

求

す

る

こ

と

が

で

き

る

わ

け

で

あ

り

、

米

国

政

府

と

し

て

は

、

と 自

い

つ

で

も

問

題

を

日

米

間

の

外

交

ル

ー

ト

で

取

り

上

げ

、

米

国

政

府

に

よ

る

考

え

ら

れ

る

の

で

、

政

府

と

し

て

は

、

必

要

陀

応

じ

、

の

国

家

機

関

で

あ

る

た

め

、

わ

が

国

内

裁

判

に

こ

れ

を

付

し

え

な

い

こ

と

が

所
在
、

解

決

の

あ

り

方

等

に

つ

き

争

が

生

ず

る

場

合

に

も

、

中

継

局

が

米

国

妃

対

し

善

処

方

申

入

れ

を

行

な

本

項

の

対

象

と

な

る

よ

う

な

請

求

に

い
て
は
、

い

う

る

こ

と

も

ち

ろ

ん

で

あ

る

が

、

責

任

の

つ

関

係

者

が

直

接

中

継

局

と

と

な

る

の

か

。

明

ら

か

に

し

て

い

る

と

こ

ろ

、

具

体

的

に

は

い

か

な

る

手

続

に

よ

り

交

換

公

文

第

5

項

は

請

求

解

決

の

責

任

が

米

国

政

府

に

あ

る

こ

と

を

7
 

＼
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ア

メ

リ

カ

中

継

局
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運

営

の

継

続

に

関

す

る



．． 

9
,
1
.
,

；

]
4
.

|
,
．
3
5
,1

.
”
~
，
「•
T
,
＂
'
.
，.
5

•. 

；
.
,
.
 

•••• 

.•••• 

9
 .
.
.
 ,．

i,＂i
t
t・・・
・・・
r

r

"
9
9
9
9
.
.
 

i
'
;
,
t
:
 

14 

答

と

承

知

し

て

い
て
、

い
る
。

琉

球

政

府

を

適

じ

、

関

係

地

主

か

ら

賃

借

権

を

取

得

し

て

米

国

政

府

が

、

問

八

I
 8
 

現

在

＞

現

在

沖

縄

匠

お

一

般

の

軍

用

地

と

同

様

高

等

弁

務

官

布

令

第

二

0
号

陀

基

づ

い
て

V

o

A

が

使

用

し

て

O

A

が

使

用

し

て

9
[
2
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い

る

土

地

は

い

か

な

る

性

格

の

も

の

か

。

函
名
社
蘭
滋
柔
娑
翌
蘭
E
薗
苓
g岩
さ
4
魯
桑

W
4笛
E
溢
芦
4点
が

い

る

土

地

は

民

有

地

で

あ

り

、

い

る

も

の

、忠
鶯

i

芍
g
裕
迂
、

I笞
立
望
芸
月
遜
注
沿
褐
籟
森
滋
｀.

t
 

•• 

3
,
 ．．
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答

（
注
）

現

在

沖

縄

に

お

あ

る

と

承

知

し

て

査

中

で

あ

る

。

問

八

l

,

『

＇

ぺ

．．
 ••• 

‘
 

•.• •; 

.• 

i
 

、．

9.3 

二

O
・

七

九

現

在

の

賃

借

．料

工

ー

カ

ー

、

レ
J
 

卜

二
五
、
―
―
―
九
七

恩

納

村

万

座

毛

の

受

信

局

三

四

地

主

数

有
地
）

い
る
。

三

0

一
名

二
六
ェ

ー

カ

ー

国

頭

村

奥

間

の

送

信

局

い
て

V

o

A

が

使

用

し

て

を

明

ら

か

に

せ

よ

0

現

在

v

o

A

が

使

用

し

て

芍
暑
逗
裟
怠
俎

5
3旦
塁
a

這
勾
ー
箔
遥
浪
展
f-1.Z了、
1
9
3
・で
A

（
約

（
約

一

六

万

四

千

坪

）

い
る
が
、

息
号
賃
屈
忌
ら

9
g甕
£
含
，

I
i
i
!．

iii§3沿月

l§9苔
妥
筍
悽
薗
貨
奢
§
,
遂
忌
望
羨
瀑
我
薯

••J·t 

••• 

”
 .
.
.
.
 ＂T・iぶ

没

>.•-.`

1

．．
 

ぐぷ

い

る

土

地

の

内

訳

ン

ト

民

有

地

の

地

主

数

は

ど

の

く

ら

い

る

土

地

は

す

べ

て

民

有

地

で

な

お

地

主

数

は

合

計

数

百

名

に

上

る

と

承

知

し

て

セ

九
―
―
―

一

四

万

八

千

坪

）

目

下

詳

細

調
,, 

0
 

い
カ

（

旧

国

県

有

地

、

民



I 

16 

公

表

す

る

こ

と

に

つ

き

米

側

了

承

ず

み

。

ヽ

E
n
g
i
n
e
e
r
 

も
の
。

国

会

等

の

場

に

お

い

て

現

在

の

賃

借

料

地

主

数
四
•
四
五

（
約
一
万
七
、

北

谷

村

浜

川

地

主

数

工

カ

八＿
ヽ

三

0
二

名

現

在

の

賃

借

料の

住

宅

及

び

業

務

用

施

設

目

下

調

査

中

（

以

上

在

那

覇

代

表

部

レ
，
 

ヽ

J
 

卜

0
二

〇

に

照

会

し

た

• : 

よ

り

現

地

米

当

局

五
、

四

ゞi

.

，r.＂"：＇.；・
t

|

ャ
」ー

iii

•
r
;
、•• 

l§
望
遵
哨

l
l

合
揺
戸

’ ·t
.；
"
1、t
"心
ぶ
咲・ぶ
，
§

•

．．
 
，
•
:
ュ
怪

．．． 
J

．，；．．,；
'..
‘.3
,・̀？
 
•. 
8
、↑J
ぶ

べ

，

＂

い

，

．．
 
b

f
 
.•••• 

•. 
Py
f
:
.
’
i喜
旦
’
.
J●
—
.
~
”
'-
'

芋
環
遺
デ

・
り
ヤ
5
●ー・ゞ

．．
 
伍
3•• 

{
•
‘,..
＾`

：
●
●
冒
9.

.
 '

，・ 

書
書
胃
嗜

六

-
-
-

]
)
i
s
t
r
i
c
t
 

．舅
辛
警

g-！
喜
鵞
項
脊
崖

セ

ン

七

0

0
坪
）

セ

ン

ト

五

四

ド

ル

切4•

卜
鳴
§
―

9

.
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答

特

陀

問

題

に

し

て

い
な

い

と

承

知

し

て

い

る
。

｀`ーグ

ヘ

v
o
A
の

土

地

関

係

地

主

は

、

v
o
A
妃

使

用

権

を

提

供

す

る

こ

と

を

上

の

契

約

妃

よ

っ

て

使

用

権

を

取

得

す

る

意

向

で

あ

る

と

理

解

し

て

い

る

。

」

｀ 

ヘ

v
 か
な

る

方

法

で

処

理

す

る

の
か
、

と

の

質

問

に

対

し

、

「

普

適

の

私

法

理

し

つ

つ
あ

る

，ど）

承

知

し

て

い
る
。

す

る

土

地

の

使

用

権

の

問

題

は

、

米

側

が

自

ら

;¥
)
れ
を
処

O

A

が

使

用

す

る

土

地

の

使

用

権

は

誰

が

g

か

な

る

方

法

で

設

問

八

v
o
A
C
 

10 

定

す

忽
じ文． て

＞
 

T
'
 

r. 
ヽ

使

用
る

の

か

。

提

供

す

る

こ

と

は

な

い

と

考

え

て

よ

い

．

か

。

v
o
A
の

使

用

す

る

土

地

v
o
A
の

復

帰

後

の

活

動

は

地

位

協

定

と

関

係

な

く

、

t
 

を

日

本

側

が

施

設

•·• 

も

K."定

．．．
 

”`
・・i
 
"
 
.•• 
• 9... 

,

~ 

•••••• 
-：ぐ・＂ふ

f
.，

 

．．
 
9・ 

そ

の

場

合

陀

は

、

区

域

復

帰

の

ご

と

く

し

た

が

つ

一

炉

ー

ー

1
l
i
|
l
3沿

層
i
i

東
杉
―
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ダご
丘

ず

る

こ

て

よ

る

こ

と

は

今

の

と

は

予

想

し

べ

た

と

お

ヽ

h
-

て

い

た

い

。

L--

当

方

と

し

て

は

今

の

'ヽ-ーグ'

の

よ

う

な

問

題

が

実

際

上

生

も

理

諭

的

た

問

薩

と

し

て

は

そ

の

よ

う

な

問

麿

が

あ

り

う

る

が

、

上

生

ず

の
問

八

（
な
お
、

11 

理

論

的

な

問

題

と

し

特

妃

問

置

陀

し

て

い

な

い

と

防

い

V

o

A

一

の

土

地

関

係

地

主

と

し

て

も

＞

。

v
o
A

の
使
用
す
る
土
地
の
使
用
権
の
商
塵
は
、
—

ュ
0

い

カ

v
o
A
は

そ

の

と

こ

ろ

予

想

し

て

い
な

しデ

t-• 

.ヽ.,9 = 
ゃ

り
ヽ

し^

゜

御

指

接

の

ご

と

き

問

極

が

冥

際

で

あ

る

と

承

知

し

て

い

る

が

｀

‘

部

分

の

土

地

を

使

用

し

え

な

と

こ

ろ

米

側

が

自

ら

と

れ

を

処

連

す

る

考

え
A

陀

使

用

泡

を

提

供

す

る

こ

と

を

て

追

及

さ

れ

と

こ

ろ

そ

関

係

地

主

が

使

用

権

設

定
g
丑
員

Sff=|
＇i

＼^ 

こ

と

と

な

る

と

考

え

当

方

と

し

て

は

、

る

場

合

に

ヽ

ぇ
p

の

た

め

の

契

約

を

拒

否

す

る

場

合

匠

は

及
仕
書
•
J
o

.. lt-

す

で

に

述

「

あ

く

さ

で

現

在
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答

（
注
）

に

赴

任

の

た

め

入

国

す

る

際

の

私

用

品

の

関

税

免

除

（

関

税

定

と
は
、

例

え

ば

、

所

得

税

の

免

除

（

日

米

租

税

条

約

）

ヽ

本

邦

切

本

件

の

場

合

、

か

か

る

外

国

政

府

機

関

眠

員

と

し

て

の

待

遇

本

人

現

地

雇

用

員

と

し

て

の

取

扱

い

を

受

け

る

こ

と

匠

な

る

ま

た

、

現

地

雇

用

の

と

考

え

ら

れ

る

。

日

本

人

従

業

員

紀

-9―̀‘ ー
い
て
忍
、

外

国

政

府

機

関

の

日

れ

る

と

と

匠

な

る

C

復

帰

後

は

外

国

政

府

の

般

的

政

府

磯

関

の

識

員

と

し

て

の

待

遇

を

与

え

ら

を

与

え

ら

れ
ヽ

こ

れ

ら

に

対

す

る

特

権

免

除

は

な

し^

そ゚

の

米

国

人

業

員

は

、

あ

る

か

ら

、

復

帰

後

は

他

の

外

国

政

府

の

般

的

政

府

機

関

と

同

様

の

地

位

在

沖

縄

＞

O

A

 

は

外

国

政

府

の

機

関

（

但

し

外

交

使

節

団

で

は

な

い

）

職

員

の

取

扱

い

ぶ

り

い

か

ん

。

問

八

13 

復

帰

後

V

o

A

は
、

何

ら

か

の

特

権

免

除

を

う

け

る

の

か

。
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包'

で

そ

の

;、
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20 

： ； (2) 

阪

通

商

振

興

事

務

所

等

が

あ

る
。

豪

州

連

邦

政

府

の

東

京

観

光

事

務

所

、

f
ノ

ィ

ー

ノ
ー

ピ

ン

政

府

の

大

ま
た
、

本

邦

所

在

の

こ

の

種

の

外

国

政

府

機

関

と

し

率
法
）

等

で

あ

る

。
•9,
. 

ょ
ふ
遍
渇
頃
塁
哨

.
,
`

9
r
q
 
..
 
9
,
 .. ,
0
 

..
-,
'`ク
q
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も
、
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・ヽ
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g苔
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は
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＾ 「

そ

の

他

に

国

妃

お

い
て
、

も

＞

。

A

中

継

活

動

を

行

な

A

中

継

を

実

施

し

て

い

る

国

が

あ

る

の

で

は

た

v
o
A
の

中

継

活

動

を

行

な

っ

て

い

る

と

承

知

し

て

い

る

。

答

い

現

在

米

国

は

、

西
独
、

フ

ィ

リ

ピ

ンヽ

セ

イ

ロ

ン
ヽ

リ

ベ‘

リ

ア

等

の

各

伯＼
,・ I 

り

た

い

。

入

手

し

て

い

る

の

で

あ

れ

ば

、

国

会

淀

資

料

と

し

て

提

出

あ

る
か
。

政

府

は

、

米

国

が

各

国

と

結

ん

で

い

る

協

定

を

入

手

し

て

い

把

握

し

て

い

る

か

。

て

こ

の

種

＞

。

つ

て

い

る

の

か

、

政

府

は

し

た

」

と

云

つ

て

い

る

が

、

現

在

米

国

が

い

か

な

る

国

陀

お

い

い

て

も

行

な

わ

れ

て

v 

る
』

「

米

側

が

の

種

中

継

活

動

は

米

国

海

外

広

報

庁

の

環

と

し

て

靡

外

国

佗

お

『
こ

，
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い
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．
 

八

ー

14

い

V

o

A

陀

関

し

、

政

府

は

、

今

回

の • -

交

渉

｀ ~ ,.,... 

旨

説

明

事

業

の

の

過

程

陀

お

い

て

．ヽ
』"
'

白
、
ー
多
ー
W

ー

団

名

a
g
-
I
g
|
I
I
I
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 （口）

（
注
）

国

と

こ

れ

ら

諸

国

と

の

協

定

は

、

の

間

の

協

定

政

府

は

西

独

、

文

を

入

手

し

た

。

リ

ヽ

ヘ

リ

ア

、

セ

イ

ロ

知

し

て

い

な

い

。

．

」

と

の

問

が

あ

れ

ば

）

．ー、．

・ : 
••• 
．．．．

 ．．．．
 

r.‘
,＇̀

 

,・ 

‘、.
T

.
A
 

•• •• 

国

連

陀

登

録

さ

れ

て

い

る

。

” 

ン

及

び

フ

ィ

リ

右

以

外

佗

つ

い

て

は

、

発

表

さ

れ

て

い

な

い

の

で

、

~
~
 

・＼

ピ

ン

の

各

国

と

米

政

府

と

し

て

は

承

,'
 
．．
 ＇
J・̀
‘、：
噌9
，
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l
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|
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●
ヽ
ざ
と
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答

切
問

八

r 

う
。

（
①
‘
 
⑬

)

 

設

搬

出

の

際

米

政

府

は

セ

イ

•.• 
．
 

＇ 

・
し
し
・

．
 ．．
 

．
 

ロ

ン

の

国

有

財

産

の

復

元

補

償

を

行

な

府

は

施

設

を

無

税

で

国

外

に

搬

出

し

う

る

も

の

と

す

る

。

な

ぉュ

‘ 

施

匠

達

し

な

い

場

合

、

権

原

は

Jレ

ピ

で

米

政

府

に

も

ど

り

、

米

政

に

合

意

す

る

。

右

協

議

の

行

な

わ

れ

な

い

場

合

、

又

は

協

議

が

合

意

t
h
e
 
e
n
t
i
.
L
e
 
o
w
n
e
r
s
h
i
p
 ●

o
 
.

.

 

。

i
n
 
C
e
y
l
o
n
 

｀ 
協

譜

す

る

こ

と

全

匠

セ

イ

ロ

ン

に

付

与

す

る

た

め

＾ 
f
o
B
t
h
e
 

o
f
 
v
e
s
t
i
n
g
 

移

譲

す

る

。

両

国

政

府

は

p
u
r
p
o
s
e
 

ヽ

協

定

終

了

の

際

、

施

設

の

所

有

権

を

完

完

成

の

誤

そ

の

権

原

r一、

t
i
t
l
e
 

ヽ

権

限

゜
所

有

権

‘-J' 

米

測

は

r

自

己

の

費

用

に

よ

り

施

設

を

建

設

し

、

四

日

等

に

交

換

）

米

セ

イ

ロ

ン

協

定

＾ 

れ

た

い

゜

15 

諸

外

国

が

米

国

と

の
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九

五

年

五

月

間

に

結

ん

を
一

で

Jレ

ピ
二
日
、

で

セ

イ
九

五

四

年

七

月

い

る

取

決

め

の

ロ

ン

政

府

に

概

要

を

説

明

さ

ヽ

・
・・

み

.

‘
.

冑

•
3

•
こ

．
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I
N
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煕
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詑

ヽ
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缶
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心
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ht
 

や
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心
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(2) 

国

か

ら

の

す

べ

て

の

抗

議

を

米

政

府

に

回

付

す

る

。

〔

放

送

番

組

＼ 

連

邦

政

府

は

、

米

政

府

の

放

送

活

組

の

放

送

活

動

を

行

な

う

こ

と

匠

合

意

す

る

。

（
第
一
条
）

間

の

関

係

に

関

す

る

条

約

」

匠

い

う

米

独

共

通

の

利

益

匠

資

す

る

益

r 

目

的

＼ 

連

邦

政

府

は

、

米

政

府

が

「

英

米

仏

三

箇

間

と

独

連

邦

と

の

米

独

間

協

定

＾ 
九

五

二

年

六

月

日

署

名

）

延

長

さ

れ

た

。

九

七

一

年

四

月

二

六

日

さ

ら

匠

九

七

六

年

五

月

終

了

す

る

。

〔

期

間

‘--／ 

0
年
。

そ

れ

以

前

で

も

い

ず

れ

か

方

の

れ

た

業

務

に

対

価

を

支

払

う

。

り

米

政

府

匠

対

し

中

継

等

の

業

務

を

提

供

す

る

。

セ

イ

ロ

ン

政

府

の

も

の

と

な

る

。

動

に

起

因

す

る

第

三

（
第
二
条
）

セ

イ

ロ

ン

政

府

は

、

~
9
J

・
・
・
・

3
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4
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四

日

ま

で

右

施

設

に

よ

米

政

府
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提

供

さ

年

の

予

告

で

ー

召藍石
g
祖乱
-
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(3) 

r r r. rヘ

土
r` 

目
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トー・‘

i1) 

む
の

圧
灼
C) 
！・
ト！

f-2・ 
叶
卜J.
の
m 

、-ao(iL 
『

ト,.

uo 

i
t
i
o
n
 
o
i
~
t
h
e
 

n
e
c
e
s
[
;
a
r
y
 
l
a
n
d
 

．
 

只
1
g
h
t
s

f
o
r
 

A
I
I
j
e
r
i
c
a
~

ピ

i
t]・1e 

t
h
e
 
U.nj_
 

t
e
d
 

S
'
t
;
a
t
e
s
 

(
11_h
e
 
R
f
J
p
u
b
に。

゜日
Liber~La 

s
h
a
l
l
 
a
s
s
i
s
t
 

り
、rL.
乃＼

政

府

を

援

助

す

7 

゜゚
（
第

条
ヽ

取

得

〕

要

な

土

池

取

得

匠

r.. 9 

-が•オJtコ

リ

ベ‘

リ

ア

は
ヽ

関

係

施

設

匠

必

慮

て

合

／
 し

=,~. 
I舌

ヽL“‘

（
前

文
ヽ

的

‘-ノ

図

際
窃刃.......... 

•一•-

屏

と

協

力

を

情

報

交

捩

に

よ

り

促

進

す

る

こ

と

を

考

日
ヽ

¥’ 
ノ応

C, 

リ

•^ ‘‘ ヽ

リ

ア

認

定

ヘ

九

五

九

年

八

月

テど
4
.
f

・彩

了

iF1 
-・・ベl

)

定

¥..._J 

9
t
-
j
 

l
}

＜ノ

効

し

て

五

年

の

絞

は

ヽ

年

1) 

予

告

で

終

了

す

る

。

そ

の

他

ヽ

fPol) 

苔
~
/

係

国

内

法

の

適

用

排

除

ヘ

第

四

条
ヽ

（
第

r4( 

汀`
l

rLr. 

l-‘ ァ
．6
．．
 ＾

名
{

、-

琴
i
P
l

ん

上
6

ら
、‘.

材

の

処

分

匠

っ
い

て

は

‘ 

連
f
4

、J
r.,' 

F-’

―-,nノ

政

府

の

同

意

を
必
変

閂

税

等

免

、.‘
ァ

4
1

,•


↑
1
.
9
9
 

¥__I 

必

翌

資

材

論

入

閃

税

免

除

必
-
R
て

i.FP-

不

動

産

の

取

得

匠

つ

い

て

菜`
＂

f

，茫
"-

助
_、一
3 

る 地

等

の

取

得

¥-J 

関

係

法

・.,,_ 

・,. 

゜る

連
゜

邦

内

忙

·:/• 
ぷ‘

令

匠

従

つ

て

連

邦

政

府

は

恣
蓋
噂
這
賓
護
拉
噸
弁
認
釘
．

‘'
，．

『9・:
'.

』.‘

ヽ

o
f
 

と

す

あ

た
る

け
る
こ
れ
、
r.

米

政

府

こーIt
 

゜ ょ
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I. 
（も）

r r-、 r r 

四
閂

税 い

て

,ベ--•

忙了

放

送

r 

卦甘
／→.J --、ァ—•し

て

目

的
’‘. -C ヽォ<

、し

缶
3

,
1ノ

4
R
 

侭

＼ーノ

v
o
A
 カゞ

排

他
上と

l判
l/ 

Vし

ぞ
i

--̀i.
久

{

., ，
 

厨

す

る 第 ,4 
：：ぷ-=
J ょヽ`

玉苓

••N·9 ヽ

女t、
/vj 

乙こ
フに・

‘̀―9/ 

の

輸

出

入

免

税

の

｀

亨

翠

任

は

同

政

府

の

み

が

負

ぅ

゜
ヘ

な

わ

な

い

よ

う

に

努

力

す

る

ペ

＇'."-' ;:..-―とr・=． 
/‘→ 

米

政

府

の

放

..:9,;、
ヽ• • > 
ここ］
， 

：呵¢立．

、一‘

寄
p

＿cμ 

政

府

は
ヽ

ぃ
ず

れ/

か

の
l：：了奇、... 

の

利

益

を

i、召
tag 

力

す

る

。

、ヘ

を↓
i
J

な戌

4ン
ニな
/‘ 

ヽ

¥.__j 

両

政

府

は

る

1

台拉
r

・・1
ヽ

》．4
．ー
“

氾
又

i
i
t
-

ロ

ヽ

米

政

府

が

建

設

す

放

送

米

比

閤

忍
幻.

i
 

定

,-. 

ぐ、
1

ノ

T
U
 

ゴノ

た
芍

五

月
rと

ノハ、

日

署

名

ヽ

間

‘ーノ

四

゜年

、ヘ
、二r-~
・一'44.
牙ラ

ノ穴

条
‘-ィ

こヂ“

め

訓
＃宝!J•9J< 

計

画

を

実
.!・・・ r.. 
t;tr 
ム11.!::J

す
る
。

（

第

六

条

‘--/' 

の

他

し＿ノ

可

記

な

限

り

リ

ベ
． 

ア

人

を

雇

用

す

る

こ

r-、

特

権

‘-ノ

鹸

員

の

特

権

に

つ

い

て

は

別

途

合

意

r 

百
屯
．

ー

l

巨‘

、

r
t

冠
3

＼ 

関

係

資

材

の

輸

出

入

は

f

芸
．g玄‘}より＂姦娑翌恙，
i

二
没
翌
’
・ぶ

-'
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6

.
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免
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五

条
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圭
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（

第

七

条

す 1
i

↓
~
 

唇

る

と

し
‘̀ 

送 放

ヰ‘hi 
匠 ヽ
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グ
J

'

つ
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j今 つ そ
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i
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辺
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が

終

了

の

予

告

を

行

な

っ

た

場

合

、

同

政

府

は

、

当

該

施

設

建

設

実

い

も

の

と

す

る

。

右

特

定

施

設

運

営

開

始

後

0
年

前

匠

比

国

政

府

り

有

効

。

た

だ

し
、

t
i
店
炉

ill"ぃ屑
闊`
ー乱．
g

＂‘•• 
1:.;r,

．
J

、’

＊
・

・
・
・腐
蒻
＂
店
晨

蹟
冒
屑
記
．
＂

．
｀

員
い
信
訂
員

屈

鰐
臣
飼
い
恥
似
肘
料
刊
り
且
訂

~
I
I

日
り
眉
月
軋

哲
得
屑
困
蘭
し
む

i

l

特

定

施

設

構

築

完

了

前

に

右

予

告

は

行

な

わ

な

〔

終

了

規

定

¥.__/ 

い

ず

れ

か

方

が

八

箇

月

の

予

告

を

行

な

わ

な

い

限

つ

い

て

排

他

的

使

用

権

を

有

す

る

。

（
第
四
条
）

府

が

行

な

う

。

米

国

政

府

は

、

訪

産

の

所

有

潅

は

同

国

政

府

の

る

が

、

支

払

は

、

本

勘

定

有

効

期

間

中

当

該

不

励

産

に

も

の

で

あ

米
国
こ
政

r 

土

地

等

の

取

得

‘-J 

不

動

産

の

脳

入

は

比

国

政

府

が

行

な

い

‘ 

当

該

不

払

う

。

頌
は
、

両

政

府

の

合

意

に

よ

る

。

（
第
六
条
）

財

産

損

害

に

つ

い

て
は
、

つ

て

米

政

府

が

支

〔

損

害

楠

債

等

賣

任

‘ 

米

国

政

府

の

放

送

活

動

に

起

因

す

比

国

の

関

係

法

令

匠

従

る

人

身

傷

害

五
条
）

所

得

資

産

及

び

社

会

保

障

関

係

比

国

税

よ

り

免

除

（

第

r 

職

員

の

特

権

旅

行

の

自

由

。 ¥-」

米

人

眠

員

`
・・
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 .. 

;
;
"
t
穏
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e
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o
n
a
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関
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免
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政
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採
翌
む
屈
．
程
げ
をぎ・

i

に

．

氏

t
t芦・

米

政

府

建

設

放

送

施

設

の

処

分

誌

定

ヵ

ら

年

匠

つ

き

”•一、

第

八

条

‘̀--

0
％

ず

つ

減

額

し

た

も

の

を

支

払

う

そ゚

の

応
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答

暫

定

的

継

続

に

妥

協

し

た

次

第

で

あ

る

。

り

の

経

緯

に

よ

り

（

問

八

1

の

答

参

照

）

‘‘ 

五

年

間

の

い

ず

れ

に

せ

よ

、

わ

が

国

と

し

て

は

、

沖

縄

の

V

o

A

陀

つ

い

て

は

す

で

い

と

の

印

象

を

受

け

て

い

る

。

陀

し

お

る

模

様

陀

説

明

し

た

と

お

で

あ

り

、

わ

が

国

の

場

合

と

比

較

対

照

す

べ

い
る

V

o

A

協

定

を

参

考

と

し

た

が

、

政

府

と

し

て

で

あ

れ

ば

、

の

場

合

と

を

比

較

説

こ

れ

ら

諸

国

は

そ

れ

は
、

今

回

の

協

定

交

渉

陀

お

い

て

米

国

が

諸

外

国

と

結

ん

で

明

さ

れ

た

い

。

そ

の

通

り

各

国

の

場

合

と

沖

縄

の

と

思

う

が

、

ど

う

か

。

米

国

が

各

国

と

締

結

し

た

協

定

の

内

容

を

検

討

し

、

•

•• 

'̀

．．，
 
.. 

ー

1

｀

政

府

は

、

冑・
ふ
4
.
1
"

．,．．
 

今

回

の

交

渉

佗

お

い

て

、

V 

A
 

き

も

の

で

は

な

ぞ

れ

事

情

を

異

参

考

と

し

た

も

の

問

題

に

つ
忍

g
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ぶ

p

．
さ
芍
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が

行

な

う

旨

取

り

決

め

い
る
。

米

政

府

の

放

送

に

て

＇ 
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い

よ

う

努

力

す

る

。

つ

い

て

の

責

任

は

、

米

比

両

政

府

は

、

い

ず

れ

か

の

国

の

利

益

を

害

す

る

放

送

を

行

な

わ

な

国

フ

ィ

リ

ピ

ン

て

の

抗

議

を

米

政

府

陀

回

付

す

る

旨

を

取

り

決

め

て

い

る

。

連

邦

政

府

は

、

同

政

府

の

み

米

政

府

の

放

送

活

動

陀

起

因

す

る

第

三

国

か

ら

の

す

べ

□
西

独

と

を

認

め

て

い

る

。

そ

の

放

送

番

組

に

つ

い

て

セ

イ

ロ

ン

政

府

が

承

認

を

与

答
日

米

国

政

府

は

、

え

る

権

利

を

留

保

す

る

こ

セ

イ

ロ

ン

関

係

陀

つ

き

ど

の

よ

う

陀

取

り

決

め

て

い

る

か

。
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ふ
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ー
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他

の

諸

夕

国

と

米

国

と

の

Tr、

゜A

協

定

で

は

、

中

継

番

組

の

責

任
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国 仁）
け

る

業

務

佗

つ

い

て

は

相

互

陀

密

接

な

関

係

を

有

し

て

い

る

と

み

ら

れ

る

。

て

は

そ

れ

ぞ

れ

独

立

し

た

官

庁

で

あ

る

が

、

前

記

日

の

ご

と

く

海

外

佗

お

米

国

海

外

広

報

庁

(

U

S

 
T
1
 

A 

``― 
と

国

務

省

は

、

米

国

政

府

間

陀

お

い

の

で

は

た

い

と

承

知

し

て

い

る

。

の

指

揮

下

紀

入

る

も

機

関

で

あ

‘、一、

る

カ

u
s
工

S

の

ご

と

く

在

外

公

館

長

v
o
A
も

米

国

海

外

広

報

庁

←-—、

u 

to 

I

A

 ヽ

の

海

外

放

送

を

担

当

す

る
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も

の

と

聞

い

て

い

る

。

る
。

は

そ

の

所

在

地

の

在

外

公

館

長

の

而

し

て

U

S

I

S

指

揮

下

紀

入

る

米

国

海

外

広

報

セ

ン

夕

(

U

S

I

 

s
 
ヽ

答

日

米

国

海

外

広

報

庁

(

U

S

I

A

)

 

た

国

務

省

と

の

関

係

は

ど

う

か

。

(

U

S

I

S

)

 

及

び

V
o
A
の

/

T
し

C
ト

こ

—— 

: : 

A 

‘̀―/ 

は、

そ

の

在

外

出

先

機

関

で

あ

は

大

統

領

の

直

属

政

府

機

関

で

あ

り

、
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な
お
、

る
。

v 

こ

れ

紀

伴

い

電

波

法

の

適

用

を

除

外

す

る

措

置

を

と

（

郵

政

省

作

成

）
る

こ

と

と

し

て

関

す

る

電

波

監

れ

て

い

る

も

の

で

あ

り

ま

す

。

理

上

必

要

な

規

律

は

確

保

さ

は

日

本

国

政

府

が

表

明

し

た

見

解

を

尊

重

す

る

こ

と

等

で

あ

ヽ

h
1
 

v
o
A
に

わ

せ

る

こ

と

、

中

継

番

組

佗

つ

い

て

の

責

賣

任

を

負

わ

せ

る

た

め

国

際

周

波

数

登

録

委

員

会．．
 

任

は

米

国

政

府

妃

あ

る

が

同

政

府

ヘ

の

通

告

を

米

側

佗

行

な

使

用

が

他

の

無

線

局

紀

妨

害

を

与

え

た

場

合

等

．

爬

国

際

的

な

調

整

を

行

な

う

る

混

信

の
7ヘ
屁

去

(） 

た

め

米

側

妃

必
苧-ュ..,...
—ヘ

た

措
宇
厚

、シ-.
ゃ
（ム

と

ら

翌•

る

7・ 
-＿ 

1 
こ

ヽ

周

波

数

の

を

求

め

さ

せ

る

こ

と

、

v
o
A
の

活

動

に

よ

っ

て

日

本

の

無

線

局

等

紀

生

ず

芭

を

限

定

し

｀
1

周

波

数

等

の

使

用

な

ら

び

佗

変

更

陀

つ

い

て

日

本

側

の

承

認

は

交

換

公

文

で

定

め

ら

れ

て

い

る

が

、

そ

の

概

要

は

、

v
o
A
の

活

動

の

範

答

v
o
A
の

運

営

の

沖

縄

返

還

協

定

第

八

条

匠

基

づ

く

v
o
A
佗

対

す

る

規

律

は

こ

れ

で

十

分

か

。

月

T
、
ー
。
＞ー

晶

j

v
o
A
の

運

営

の

継

続

佗

つ

い

て

取

極

が

行

な

わ

れ

て

い

る

が

、
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月
＂
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t
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26-1 

答

行

な

わ

せ

る

こ

と

と

し

た

も

の

で

あ

る

。

を

米

国

政

府

に

負

わ

し

め

る

こ

と

が

適

当

と

考

え

た

の

で

、

米

側

に

通

告

を

が

み
ヽ

こ

の

よ

う

な

使

用

周

波

数

の

国

際

的

調

整

に

関

す

る

責

任

は

、

こ

れ

ら

れ

な

い

こ

と

と

な

っ

て

い

る

。

v
o
A
に

つ

い

て

は

、

よ

れ

ば

こ

れ

そ

の

性

格

匠

か

ん

議

陀

お

け

る

周

波

数

割

当

の

通

告

に

関

す

る

決

誤

の

5

に

に

限

と

す

る

が

、

九

五

九

年

ジ

ユ

ネ

ー

ヴ

で

開

催

さ

れ

た

無

綜

通

信

主

管

庁

会

妨

害

を

与

え

た

場

合

等

に

国

際

的

な

調

整

を

行

な

う

責

任

を

負

う

の

を

原

則

れ
、

通

告

し

た

主

管

庁

は

、

登

録

さ

れ

た

周

波

数

の

使

用

が

他

の

無

線

局

陀

の

主

管

庁

が

国

際

周

波

数

登

録

委

員

会

に

通

告

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

行

た

わ

周

波

数

の

・

登

録

は

無

線

局

の

使

用

す

る

周

波

数

の

割

¥
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v
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A
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を

米

側

に

行

な

わ

せ

る
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鬱置

一
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,. 
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I ， 旨

を

決

議

し

て

い

る

。

庁

が

行

な

う

が

「

特

別

の

取

極

て

の

適

告

は

原

則

と

し

て

そ

の

（

郵

政

省

作

成

）

リ

で

月

妃

定

め

る

こ

と

が

で

き

る

」

の
趣

領

域

佗

無

線

局

が

所

在

す

る

国

の

主

管

に

関

す

る

決

議

の

5

は
、

周

波

数

割

当

お

け

る

周

波

数

割

当

（
参
考
）

九

五

九

年

ジ

ユ

て ネ

の

通

告
ヴ

で

行

な

わ

れ
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よ

う

と

き

は

ヽ

゜

（

郵

政

省

作
成
）

朗

間

を

延

長

す

る

必

要

が

生

じ

た

本

協

定

と

は

別

個

匠

条

約

締

結

合

意

塁

写
＝且

録

冗

述

べ

ら

れ

て

い

る

ょ
{

J

 

な

予

見

し

得

な

い

下呈f弓

-`ヒ目乙
Lヽンヽ

爬

よ

り

万

し

た

も

の

で

あ

ま

す

の

--し

ヽ

こ

の

冬
フlヽ

侭

森

い

て

も

、

期

間

を

明

記

期

間

匠

わ

た

り

ヽ

達

営

を

継

統

す

る

こ

と

匠

同

意

す

る

」

返

還

器

定

第

八

条

匠

お

い

て

合

意

懇

事

録

と

「

こ

の

協

定

の

効

力

発

生

の

の

関

係

い

閉

八
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か

ん

゜

「

こ

の

法

律
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植

行
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日

か

ら
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こ

と

な

く

、

答

取

極

は

、

ス

問

八

゜
オ

ヴ

る

こ

と

。

ォ

イ

ス

〇

行

政

府

閂

限

り

で

締

結

さ

れ

る

も

の

で

あ

り

ま

す

。
政

省

作

成

）

（
郵

い

わ

ゆ

る

政

府

戸

1

院

定

で

あ

り

ま

し

て

ヽ

固

会

の

意

誇

を

得

る

゜
ア

メ

リ

カ

の

将

来

の

運

営

匠

つ

い

て

協

懇

に

入

る

こ
と
。

一

年

後

陀

沖

縄

島

に

忠=

け

る

ヴ

ォ

イ

両

政

府

は

、

文`カ
N
7.
 

1
'-`

定

発

効

の

日

か

ら

意

す

オ

ヴ

゜
ア

メ

リ

カ

中

綜

局

の

達

営

を

継

続

す

る

こ

と

侭

同

る

取

極

忙

従

つ

て

ヽ

協

定

発

効

．の

日

か

ら

五

年

閂
ヽ

沖

建

島

匠

お

け

る

ヴ

日

本

国

政

府

は
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ア

メ

リ

カ
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府
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こ
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を
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し
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ぉp 

り

ま

す
。
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定

め

ら
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い

る
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取

極

の

性

質

い

か

ん
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条

に

は

ど

の

よ

う

な

こ

と

が

る
」

と

あ

る

が

‘
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条

す

な

わ

ち

第

八
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n

―
命
~
と
し

日
尽
―
―
-1R

の

委

員

会

紀

も

率

直

に

申

し

上

げ

ま

し

た

よ

う

に

r

茸

1

一

本

的

な

力

側

と

日

本

側

の

態

度

あ

る

い

は

原

則

が

異

た

る

わ

け

で

、

日

本

と

い

た

し

ま

し

て

は

、

電

波

法

と

い

う

日

本

と

し

て

の

ユ

ニ

ー

ク

た

滋

律

並

び

に

罰

度

が

あ

っ

て

、

外

国

匠

は

電

波

を

許

さ

な

い

。

と

こ

ろ

が

ア

メ

リ

カ

側

か

ら

言

え

ば

、

友

好

各

国

と

の

間

に

も

多

く

の

事

例

を

持

つ

て

現

に

運

営

さ

る

と

い

う

こ

と

で

、

こ

れ

を

ど

う

か

し

て

原

則

的

匠

制

度

的

匠

認

め

て

も

ら

い

れ

は

返

還

と

か

あ

る

い

は

安

保

条

約

と

か

い

う

問

題

で

は

む

し

ろ

う

立

場

を

と

つ

て

考

え

て

お

る

わ

け

で

ご

ざ

い

ま

す

。

政

府

と

し

い

て

は

ず

い

ぶ

ん

努

力

妃

努

力

を

重

ね

き

し

た

が

、

殴

う

と

し

て

恒

久

的

な

も

の

て
、

‘、―ふ

（ノ
ふ
A
、

と

し

て

認

め

ら

｀^
い
な

い
こ

て
は
、

こ

の

点

妃

つ

原

な

い
と

い

Ar-
r
/
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お
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と
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審
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と

き
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〇

愛

知

国

務

大

臣

め

佗

つ

て
ふ
う

承

お

き

た

い

と

思

い

ま

す

゜

と

い

4
C
J
 

に

受

け

取

っ

て

よ

ろ

し

い

の

し云

し

あ

り

ま

す

か

ど

う

か

、

念

の

た

っ

と

見

受

け

ら

れ

る

の

で

い

場

合

あ

り

ま

す

が

、

協

定

の

本

文

ど

お

り

五

で

返

る

陀

は

ど

う

と

か

と

い

う

規

定

も

ち

年

ょ

す

と

、

か

わ

る

施

設

が

で

き

な

う

な

こ

と

が

書

い

て

あ

る

わ

け

で

あ

り

ま

す

が

、

な

お

議

事

録

な

ん

か

見

ま

ぅ
よ

そ

れ

か

ら

あ

と

は

返

る

の

だ

、

つ

協

定

を

見

二

年

た

た

ら

協

議

匠

入

る

の

だ

と

い

つ

は

v
o
A
で

あ

り

ま

す
。

ま

す

と

、

五

年

間

は

残

す

が

、

ど
4

な

く

な

り

ま

し

た

の

で

、

あ

と

二

点

だ

け

陀

し

匠

り

ま

．

す

。

い

ろ

い

ろ

お

尋

ね

し

た

い

こ

と

が

あ

る

の

で

L
'
 
ん

0
大

村

委

員

（
衆
沖
特
、

四

六

け

で

ご

ざ

い

ま

す

。
た

し

ま

し

も

の

と

し

い

た

し

た

わ

言

権

を

留

保

v 

.

_

．

．

．

．

ー
を

限

．一

》

C
.
-
c
し

r
、
_
‘
-
（

'

l

}

／

て

最

終

的

佗

．

と

は

も

と

よ

り

ヽ

，．
 

t
 

・

-

・、

ヽ

、

f
:
.
』
r
\
J
•→『

‘
’
'

も

日

本

政

府

と

し

て

の

発

て
、

り`
1

ま
し

.. 

.;. 
・'' 

す

が

ヽ 一ノヘ‘

も

う

時

間

が

庶

て

合

意

を

三

0
)

紐a...-

運

営

等

匠
暫

定

的

な

て
、

ま

た

そ

の

つ

き

ま

し
て

<
J

ヽ`

 

.

』

`
4
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t
卜

）

』
ノ
ー
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。A-
と

した）

ぅ

も

乞）

は

ヽ

羽

ら

か

に

中

国

ヽ

ベ‘

卜

ナ

ム
ヽ

朝

鮮

と

い

う

も

の

を

さ

れ

て

お

り

杢

す

け

れ

ど

私

定

の

第

ノ＼

乙-
未

l（（ 
ヽ

V 

。A1 

を

存

続

ヽ

・^ヽ
も

f
9
 

の

理

解

す

る

限

り

、で

は
、

沖

縄

か

ら

の

V

す

る

と

い

う

こ

と

が

は

つ

き

り

を

そ

英

夫

君

れ

弁｛

ら

ば

具

体

的

な

点

で

質

問

し

た

い

の

し

L
 
す

け

れ

ど

も

返

還

協

と

明

記

ヽ

‘b 

0
田

（
参
沖
特
、

四
r. 

ノ~ヽ

七
・} 

四
）

そ

れ

を

了

と

し

て

い

る

わ

け

で

ご

ざ

い

ま

す

゜

、A

、

と

カ

v
o
.
A
-
処

つ

い

て

の

約約

が

新

た

に

で

き

弁

｛

け

れ

ば

年

以

上

日

本

政

府

側

の

見

解

で

を＇ 

りヽ

.1,↓
 

ア

メ

リ

カ

何

も
ヽ

,.... 
―̀→ 」

認

め

る

わ

け

陀

い

か

な

い

と

い

う

こ

を

必

要

A
 

と
'
『
-
ろ
、
ヽ

ui' 

＃芍

た

匠

日

米

政

府

間

で

ヽ

つ

ま

り

日

本

が

合

意

し

た

条

た

い

と

思

しへ

今

式

の

は
ヽ

五

年

以

上

延

び

会
{

す

よ

う

な

場

合

は

新

た

な

る
た::::.•~ 
/‘1、

て

い

る

ゎ

け

で

す ．ご

ざ

い

ま

今_，， 

→‘‘ ヵ入

ヽ

こ
の

点

妃

つ

い

て

明

呟

陀

い

らァ（一)、、

し

て

お

き

っ

と

ず

れ

込

む

こ

と

‘、一
『

r
J
fy‘ 

あ

り

は

し

な

い

ナメ‘
IC 

↓ヽ

ろ

う

カ

と

い

A
c
/
 

懸

念

が

表

明

＾
 

、.)ヽ～

文

ru

う以

な内

何

ち―

tヽ
品ん

の

自

然

的

な

現

象

の

関

係

て

も

こt•
公

つ

て

ヽ

そ

し
-7― 
I... 

そ

れ

が

ち

19 
co. 

で

こ

れ

は

完

了

す

る

こ

と

匠

た

す

が

ャ0

ヽ

予

1

な

、Ĵ”

見

さ

し^

撤

去

解

体

作

業

‘、↓令夕

．．
 

3
f
 

じ＇
言＇

．． • 

行
ア
な

わ

れ
し一

(_． 

ヽ
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し．
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. 

つ
ヤア

(_ 

そ

し

令
ふ・
Y て

h
ノ
ま

豆
年
、

続

ら

お

そ

く

と

も

五

年
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0
国

務

大

臣

で

す

が

、

迎

え

た

中
f
 

し

て

お

か

た

け
そで

＾の は
木点全

村 は く

俊い不

夫か必

君が要

- / で な

し条か

ょ 項゜
ぅ

゜
で

あ

脳
い
粽
阻
に
見
じ
月
日
甘
闘
稽
甘
乱
且
礼
g札
且

ggai--E

v̂ 
の

れ

ば

な

ら

ん

の

を

す

る

と

い

う

こ

と

を

お

か

し

て

ま

か私

lrc は

日考

本 中

関

係

と

の

存

在

理

由

と

え

ざ

る

を

得

な

電

波

法

に

違

反

を

の

い

う

も

の

い

た

し

ま

す

。

ま

あ

こ

う

の

存

続

と

の
辺

で

何

で

第

八

条

に

あ

の

し

か

も

新

時

代

、

こ

の

る

、

こ

う

思

わ

ざ

こ

の
、

い
。

い

う

も

の

は

失

わ

れ

し

か

も

、

V 

。A
 

は

明

ら

電

波

法

陀

違

反

よ

う

な

規

定

を

新

し

い

状

態

を

る

を

得

な

い

う

も

の

v
o
A
 

た
と
、

い

う

ふ

う

陀

こ

の

米

を

ぶ

ち

こ

わ

す

こ

と

に

な

る

わ

け

要

は

な

く

な

っ

た

。

そ

ん

な

も

の

を

や

れ

ば

、

せ
つ

必

要

た

も

で
、
~
中
国

に

対

し

の

紀

な

い

ま

や

新

し

て

宣

伝

謀

略

放

送

と

も

思

わ

れ

つ

こ
。

ナー‘

v 

そ

う

た

や

り

方

を

変

え

な

け

れ

ば

い

け

た

い

は

ず

で

あ

る

し

、

そ

れ

ど

こ

ろ

か

不

い

う

米

中

関

係

を

迎

え

た

中

る

内

容

の

も

の

を

流

す

必

か

く

雪

ど

け

を

迎

え

た

で

す

か

ら

、

訪

中

を

す

特

に

中

国

向

け

の

V

o

る

と

い

う

こ

の

現

実

の

事

態

の

中

で

、

A

放

送

と

い

う

も

の

い

ま

ま

で

の

よ

う

の

V

い

内

容

の

も

の

を

過

去

伝

え

て

き

た

と

思

い

ま

す

。

し

か

し

、

今

後

沖

縄

か

ら

は

根

本

的

紀

ク

ソ

、、―
ン
カ

ヽ

O

A

 

対

象

化

し

て

ア

メ

リ

ぷ

．．
 
i

，
唸
・
屯

一

~

哨
っ
乱

i
},
•

角
f
方
[
;
_
%
、

薗

カ

の

宣

伝

放

送

を

、

あ

る

い

は

謀

略

放

送

と

言

つ

て

い

ー
韮
小
韮
旦
聾
躙
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．． ， 

と

い

う

こ

と

は

、

五

年

間

と

い

う

こ

と

で

、

い

ま

す

。

い

う

放

送

内

容

を

持

つ

も

の

暫

定

的

陀

五

年

間

を

限

つ

て

存

続

を

認

め

た

わ

し

か

し

な

が

ら

、

二

年

た

て

ば

こ

の

移

転

陀

つ

い

ろ

日

米

間

で

協

議

が

行

な

わ

れ

る

の

で

す

が

、

い

ま

御

指

摘

の

米

中

間

で

ま

あ

緩

和

が

急

速

に

進

ん

で

、

中

間

の

緩

和

に

妨

害

陀

な

る

と

続

す

る

か

ど

う

か

と

る
。

い

う

判

断

が

出

て

き

た

と

き

陀

、

い

う

判

断

は

む

し

ろ

私

は

米

政

府

が

き

め

る

こ

と

こ

う

思

い

の

で

、

米

政

府

の

そ

う

い

う

よ

う

な

判

断

が

あ

ら

て

く

れ

ば

、

わ

が

国

と

し

て

も

非

常

妃

望

ま

し

と

し

て

、

に

賛

成

で

ご

ざ

0
田

英

夫

君

も
A

つ
二

年

後

に

存

続

に

い

も

の

つ

い

て

相

そ

の

撤

去

ま

す

わ

れ
で

あ

い

ま

や

V 

O
 
A
 

け

で

い

う

前

提

の

あ

り

ま

す

。

い

ろ

と

お

り

、

の

存

続

が

米

こ

れ

を

存

ぃ

て

る

と

も

と

陀

ヽ

v 

は

ユ

ス

い
、

に

相

当

す

る

よ

う

な

そ

う

で

あ

性

格

を

持

た

な

い
ろ

い
ろ

ュ

ヽ

ー
・
ス

ま

し

゜

い

も

の

と

は

思

れ

は

法

律

問

題

と

し

て

、

て
は
、

こ

V 

つ

当

然

調

整

さ

れ

る

わ

け

A

が

、

従

来

は

い

ざ

知

ら

ず

、

自

由

主

義

体

制

匠

お

け

る

軍

事

謀

略

放

送

と

し

て

て

お

り

ま

せ

ん

。

つ

政

府

と

し

ま

し

て

もヽ

v
o
A
 の
沖

縄

の

存

続

、

し

た

が

て

、

i
y
を
？
g
忠
、t.
.
A
,

、9

，．よ
噸
？
国
’.f‘

苔
；，1i
令
料
｀
？

、

届
』9

9

目
得
門
咽
芦
聾
贋
{

•バ

あ

る Lつ

．
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れ

は

決

し

て

望

ま

し

ま

あ

霞

波

法

の

違

反

は

、

で

す

が

、

わ

が

国

と

し

こ

と・

. ・ • . 
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国

民

が

受

け

取

に

沖

縄

返

還

協

室

と

v 

う

も

の

は

現

実

の

こ

の

事

態

淀

そ

ぐ

（

．）
` ； j•; 

―ヽ9
,
 

• 

うつ
tゞ.J 

゜で

る

と

思

い

ま

す

が

、

こ

の

点

だ

け

を

と

つ

て

み

、_―ァー
し、

;9 
ぐ、
こ・・̀

ヽ

つ
、三

7‘ 
、-

・̀ 

4

3

`
'.¥J 

』-

こ

れ

は

そ

れ

こ

そ

ア

メ

リ

カ

追

随

で

は

な

い

か

、

こ

A
9
 
V入

う
ふ
｀
う
に

1

ま

3
ィ”

で た

待中

た

な

け

れ

ば

い

か

ぬ

の

か

。

こ
さ
ノ

い

う

こ

あ

る

は

ず

な

た

け

れ

ば

な

ら

な

と

を

お

答

え

に

た

り

ま

わ

っ

で
ヽ

何

で

ア

メ

リ

カ

が

言

つ

て

と

い

の

か

。

そ

め

て

殴

し

い

。

こ

れ

で

の

と

い

う

こ

と

は

初

め

か

ら

望

ま

し

く

な

は

も

う

大

前

提

陀

ヽ

こ

の

情

勢

が

変

日

本

か

ら

出

さ

れ

る

v
 
こ゚

れ

は

や

ま

れ

て

よ

う

な

放

送

を

し

て

と

は

明

ら

か

え

ん

い

る

こ

で
ヽ

つ

ま

り

、

反

す

る

は

困

る

の

だ

ヽ

こ
ぶノ

う

精

神

が

だ

か

ら

、

外

国

の

放

送

が

v 

は
、

一
“〉

律

陀

違

反

す

る

政
府
｀
、

明

ら

lft_ 

や

は

り

日

本

人

で

な

＼^ 人
た

ち

が

日

本

国

の

法

人

が

出

し

て

は

な

ら

ぬ

と

い

う

こ

た

き

や

ぶ
，一

＆
い`
―

で

す

よ

0

r.7'¥ ,、
七一‘

と

を

規

定

し

の

こ

れ

は

し

か

恣

霞

波

渋

つ

て

い

い

か

ぬ

の

か

。

も

の

で

あ

る

。

}
J
A
つ
V3 

何

二
年
間
待
た
な
｀
．
さ
や

をヽ

し(
_
 

ア

9‘ /
 ̀

‘ 

リ

力

し

い

こ

の

事

懇

が

出

て

き

て

v̂ 

る
。

し

ヽ

、も

1ヽ

9

・刃

日

本

乞）

法

律

陀

違

反

を

す

る

憫

が

言

い

出

す

ま

で

待

の

か

。

日

本

の

法

外

国

人

、

外

い

る

精

神

そ

国

益

陀

中

に

含

そ

の

の

そ

れ

こ て

の

中

で

、

v 

か

ぬ

リ

カ

側

か

ら

言

ご二

く

1

ば

と

、と
4

(

v

て

¢

う

こ

と

．
 

に

受

け

取

れ

ま

--l 

l・̂^  が―

.z..,-
芳T

談

を

す

る

と

し^

う

こ

と

で

9
 .

.
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＂ 

な

い

か

、

こ
4
9
 
v 

か

か

わ

ら

ず

、

う

た

考

え

方

の

も

と

の

米

中

接

触

を

妨

げ

る

も

A

の

存

続

は

そ

の

う

考

え

す

ら

持

つ

仮：

V 

。

ま

ま

私

は

主

張

て

お

り

ま

す

。

す

る

の

で

は

性

格

、

う

も

考

え

て

か

ん

陀

v 

こ

の

で

な

い

と

い

う

よ

い

な

い

よ

う

で

す

。

い

ま

し

て
、

こ

の

J
r
J
 

れ

を
、

そ

う

の

と

は

ど

ご

ざ

い

ま

す

が

、

ア

メ

リ

ヵ
の

の

V

o

A

の

放

送

の

そ

れ

る

と

こ

ろ

で

の

点

、

つ

き

り

と

お

答

え

0
国

務

大

臣

（

木

村

俊

夫

君

）

れ

は

も

う

わ

が

国

匠

と

つ

の

判

断

陀

基

づ

陀

着

手

．
し

も

し

ア

メ

れ

が

二

年

を

待

た

ず

し

こ

そ

わ

が

国

と

し

て

も

歓

迎

す

い

て

こ

こ

は

て リ

も

ら

え

ば

、

力

あ

る

と

い

う

こ

と

が

は

て

玉
●
ヤ
臼
唸
＇：
．＂t
[苺
．．
 
ー：，
；↓

っ

き

り

し

9
(
U
 

J
 

ク‘

い
。

い

こ

と

で

ご

ざ

い

ま

回
、

‘
 

•• 
,
 

．ヽ
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翠
萎
桑
・
ぶ
竺
＇

5

．．．．
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ぞ
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1
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i
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i

塩
ぎ
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ー

ヨ

い

い

ま

す

が

、

も

う

1

い

た

だ

き

た

も

望

ま

し

く

な

そ

の

反

面

、

い

ま

田

委

員

が

御

指

摘

の

し

た

が

匠

う

で

こ
い

う

よ

う

た

も

て

し^

す
。

て

撤

去

作

業

れ

は

米

中

接

触

そ
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二、

あ

る

V

o

A

の

て

い
る
。

送

信

所

を

経

て

の

V

o

A

受

信

所

ま

で

毎

波

-7で
ヽ~

ワ

シ

ン

ト

ン

プ

ロ

グ

ラ

ム

は

カ

ル

フ

ォ

Jv

ア

陀

V

o

A

の
プ

ロ

グ

ラ

ム

は

す

べ

て

ワ

シ

ン

ト

ン

D

C

陀

お

い

て

却

作

さ

れ

聴

取

者

図

書

館

や

資

料

接

触

す

る

こ

と

中

継

局

は

広

報

庁

送

り

届

け

る

た

め

の

を

中

国

本

土

陀

中

継

放

送

放

送

は

米

国

政

府

と

、

ソ

連

及

び

共

産

中

国

の

支

配

下

陀

ー

シ

ョ

ン

の

主

な

手

段

と

し

て

存

在

す

る

広

報

庁

の

他

の

手

段

、

例

え

ば

映

画

、

利

用

、

又

は

新

聞

や

印

刷

物

地

域

妃

居

住

し

て

い

る

°

従

の

実

質

的

な

部

分

を

、

仲

介

体

と

し

て

責

任

を

も

で

制

作

さ

れ

た

沖

縄

恩

納

村

i
t
t
trk-9,̀
9
9
 

•••.
•• 
＂
Eじ

'
"
‘
t
r.
L
‘
£
r
"
t
.
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.
，
；
c
(
i
‘
.
,
9
,
9
,．
9-
g
じ
；
3
し̀

ゲ
●
9
.^t
r

・'
.
,
t
t

し

"
•
"F
i

-
9
,
t
-
．
i
t
,

の

つ

て

い

る

訳

で

あ

る

。

の

プ

ロ

グ

―フ

ム

t

ら

J
4
 

こ

の

人

々

陀

の

で

き

な

い

つ

て

V 

。A
 

セ

ン

夕

の

の

配

布

を

通

し
沖

縄 て

の

大

部

分

は

テ

レ

ビ

ヨ

ン
ヽ

間

の

コ

‘‘、

ユ

ケ

も

の

で

ジ • あ

る
。

あ

る

人

々

と

の

る

V― 

。A
 
プ

口

グ

フ

ム

す

る

こ

ーこ

で

あ

る

。

の

局

の

放

送

ネ

主

な

任

務

は

v

o

A

ワ

シ

ン

ト

ン

ス

夕

‘̀ ツ

才

重

要

な

椅

股

゜

匠

お

い

て

制

作

さ

れ

界

的

規

模

の

ツ

ト

ワ

ク

の

中

の

の

つ

で

あ

る

。

v

o

A

の

沖

縄

中

紐

局

は

U

S

I

.r-
L̂Z 

（

米

国

合

衆

国

広

報

庁

）

沖

縄

佗

お

け

る

米

側

現

地

配

布

資

料

T”. -‘
 

。A
 

‘
↓
 

＾
~
ヽt

の

あ

ら

き

し

の

持

A
J
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g
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ク
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力

．．
 
眉
U
ミ

i
i
l

0

0

、
0

0

0

ワ

出
カ
一
、

0で

ツ

卜

ま

の

短

波

送

信

機

（
複
数
）

が

含

ま

れ

て

い

る

。

あ

る

送

信

所

に

は

、

C) 

0
、
0

0

0

ワ

ツ

ト

の

中

波

送

信

機

及

び

出

v
o
A
の

沖

縄

中

継

局

は

本

質

的

に

は

技

術

的

な

施

設

で

あ

る

。

奥

間

陀

叉

球

米

国

民

政

府

や

軍

、

民

の

数

機

関

陀

毎

日

提

供

し

て

い

る

。

従

事

し

て

Vコ

る
。

ユ

ス

ゃ
ヽ

V 

02 

A

放

送

の

録

音

や

、

A
9
 
つ

し

を

琉

文

化

局

）

陀

対

す

る

技

術

援

助

、

の

地

域

陀

あ

る

及

び

毎

日

ユ

ス

集

録

の

送

信

陀

も

よ

る

談

話

の

実

収

録

、

び

解

説

、

米

国

の

政

治

沖

縄

中

継

局

は

こ

の
他
、

極

東

u
s
 T-

s
 （
米

国

政

府

広

報

方

針

等

が

含

ま

れ

て

い
る
。

ュ

ス

会

議

の

本

文

、

事

時

ユ

ス

の

報

道

及

い

の

使

用

さ

れ

沖

籠

中

継

局

は

放

送

の

他

、

集

録

を

極

東

地

域

匠
る
。

こ

と

も

し

て

こ

ユ

ー

ス

集

録

陀

は

政

府

の

政

局

担

当

級

高

官

に

あ

る

米

国

政

府

出

先

機

関

（

及

び

そ

の

他

）

陀

届

け

る

テ

レ

タ

イ

プ

を

使

つ

て

広

報

庁

の

あ
る
。

現

在

、

中

国

語

、

ロ

シ

ア
語
、

及

よ

っ

後

そ

れ

ぞ

れ

て
、

ヘ

そ

こ

9
ク
が・＂
＂ぷ咀

"
1
を
図
ュ

ぃ
嗅
註
滉
9げ
．
｀
羞
＂
？

重

送

ら

れ

、

ユ
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J

る

わ

け

ス

よ

りの

る 放 強 指 か

°送力定ら

陀た目更

は電的佗

‘波地国

でに頭

‘ 同 村

目 時 奥

的中間

地継の

放同

の送送

放さ信

送れ所

朝がる陀

鮮可°超

語能こ短

ヽ陀の波

た中で

継送

方ら

法れ

た

て

v 

忙で

び

英

語

が
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す

べ

A

海

外

局

は

、

部

門

の

出

先

機

関

と

し

て

運

営

さ

れ

て

司

令

部

に

相

当

す

る

も

の

は

r> 
T
 

。A 

の

は

お

か

れ

て

い

な

い
る
。

従

っ

て

ヽ

て

の

V 

。

ワ

シ

rJ i
 

ン

ト

ン

D

o

あ

る

広

報

庁

の

放

送

海

外

の

各

地

域

陀

い

。

当

中

継

局

の

送

信

陀

は

、

自

家

発

電

が

利

用

さ

れ

て

ゼ

ル

発

霞

で

同

じ

構

内

に

あ

り

、

五

、

ニ

る

。

恩

納

に

あ

る

受

信

所

の

場

合

も

同

様

に

所

を

備

え

て

い

る

。

沖

縄

陀

お

本

土

籍

お

か

れ

．．
 

の

自

家

発
電
幸
四
は
・デ

発

電

能

力

を

も

匠

A

議

員

は

米

国

政

府

海

外

機

関

職

員

米

人

九

名

、

の

技

師

及

び

事

務

担

当

官

六

名

、

沖

縄

籍

技

術

員

七

三

名

よ

り

な

っ

f
．

る

。

こ

の

他

、

米

国

政

府

の

直

接

雇

傭

員

で

は

な

い

が

約

七

0
名

紀

及

ぶ

労

務

員

、

警

備

員

及

び

準

技

術

員

が

勤

務

し

て

い

る

。

沖

縄

中

継

局

lfC
は

二

つ

の

住

宅

地

が

あ

り

、

米

国

及

び

本

土

箱

の

瞼

員

並

び

に

そ

の

家

族

に

官

舎

宅

を

提

供

し

て

い

る

。

そ

の

一

っ

は

奥

間

の

送

信

所

の

近

く

に

あ

り

、

他

の

一

っ

は

裏

手

納

航

空

隊

隣

接

の

同

第

一

ゲ

ー

ト

近

く

陀

あ

り

、

V

o

A

の

他

、

米

国

領

事

館

及

び

F

B

T

-

S

の

職

員

が

共

用

し

て

沖

縄

中

継

局

長

及

び

A

沖

縄

の

管

理

事

務

所

は

こ

の

住

宅

地

陀

い
る
。

け

る

て

い
る
。

て

V 

O
 

V 

。

の

デ

ィ

ー

ゼ

）レ

よ

る

自

家

発

電

ヨ

K 

W 

の

つ
て

こ

ィ

い

い
る
。
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年
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国

務

省

の

狼

立

し

た

米

属

の

機

関

陀

参

与

し

九

四

二

で

庁

長

官

の

マT
＼・

A゚ 

は

‘ 

場

合

も

ワ

シ
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轄
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元
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て
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国
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三
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配

布
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れ

た

防

衛

取
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日

別

措

置

法

中

の

規

定

と

し

て

国

会

の

御

承

認

を

求

め

て

い

る

次

第

で

あ

必

要

な

も

の

も

あ

る

が

、

か

か

る

も

の

に

つ

い

て

は

、

復

帰

匠

伴

う

特

政

府

の

方

針

を
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現

{

,

一

る

た

り
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、

経
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措

置
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立
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縄
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冒
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等

の
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簡
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の

で

あ

る

。

業

匠
日

米

友

好

這

商

航

海

条

約

第

八

条

遇

）

に

開

す

る

米

髯

上

院

の

留

保

の

経

緯

り

詔

和

二

八

年

匠

米

国

上

院

は

、

日

米

友

好

遥

商

航

海

条

約

を

ド

イ

デ

ン

マ

ー

ク

等

七

箇

国

と

の

近

商

航

海

条

的

と

と

も

匠

一

括

容

毘

し

た

と

こ

ろ

、

自

由

聴

業

匠

関

す

る

内

即

民

待

遇

を

規

定

す

る

条

約

の

批

准

に

つ

い

て

は

、

批

准

誉

の

交

換

詞

に

相

手

国

が

同

意

す

べ

き

左

記

＠

の

起

旨

の

留

保

を

条

件

と

し

て

助

言

と

承

認

を

与

え

る

旨

を

決

謡

し

た

。

匂

こ

の

留

保

の

趣

旨

は

、

自

由

翠

業

で

、

そ

の

公

共

的

な

性

格

の

た

め

州

匠

よ

る

許

可

を

要

し

'
r

か

つ

、

法

令

又

は

癒

法

に

よ

っ

て

米

国

民

の

み

に

臼

保

さ

れ

る

も

の

匠

は

自

由

職

業

に

関

す

る

内

国

民

待

遇

の

規

定

（

日

米

条

約

で

は

第

八

条

2

)

を

適

用

せ

ず

、

ま

た

、

か

か

る

自

由

敢

て

は

最

恵

国

待

遇

の

親

定

を

適

用

し

な

い

も

の

と

す

つ

い

（
注
）

る

も

の

で

は

な

い

と

考

え

ら

れ

る

。

2
 

（

自

由

職

業

る

と

い
ツ
、

匠

関

す

る

内

国

民

待
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関

す

る

国

会

承

認

は

察

後

胚

行

な

わ

れ

た

。

な

る

措

筐

を

と

る

か

明

ら

か

で

な

か

っ

た

関

係

も

あ

り

、

右

の

皆

保

侭

約

自

体

の

国

会

承

認

直

前

で

、

米

国

政

府

が

こ

の

決

監

侭：

つ

い

て

い

忠： 公

文

で

確

記

さ

れ

た

。

⇔

米

髯

の

密

保

に

対

す

方

の

留

保

ヽ

前

記

の

米

回

上

院

匠

よ

る

決

議

の

行

な

わ

れ

た

匠

つ

い

て
は
、

い

る

わ

が

方

の

同

意

及

び

こ

れ

わ

が

詞

匠

お

て

は

囲

会

承

認

を

得

た

。

の

が

遥

商

航

海

条

ヵヽ な

匠

対

応

す

る

わ

が

る
'-i

．

恒

刹

を

留

森

す

る

こ

と

と

し

、

こ

れ

ら

日

米

双

方

の

留

保

は

、

交

揆

る

日

本

で

自

由

恙

●

翠

に

従

事

す

る

こ

と

匠

つ

い

て

禁

止

又

は

訓

限

を

諫

す

民

に

自

由

諭

業

冗

従

事

す

こ

と

を

制

限

又

は

禁

止

す

る

場

合

匠

は

‘ 

す

る

方
、

日

本

・

潤

も

当

該

米

国

民

が

属

す

る

米

国

の

州

等

が

日

本

国

こ

と

に

つ

い

て

わ

が

方

前

記

匂

の

留

保

を

付

し

、

の

同

意

を

取

り

つ

け

な

け

れ

ば

日

米

友

好

通

商

航

海

条
を

付

す

匠

同

意

に

申

し

入

れ

た

。

日

本

政

府

は

、

こ

れ

約

を

批

准

し

え

な

く

な

っ
た

疋）

-―’= L 

ヽ

同

政

府

は

、

こ

の

留

保

け

裏

前

侭：

ゎ

が

国

米

政

府

と

し

.
,
 

，
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し
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右

の

緒

泉

、

て
は
、

か

つ
、



-. 
上→―

（口）
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仔）

答
い 九

た

だ

し
右

の

る

資

料
ヽ

¢ 
フ反

ニ,.,_,_=c,',;-
江ぇき

案
、r~ 
~:-．ぷ．T
9;••J 

は
ヽ

相

手

函

L) 
の

約

束

で

あ

る

か

ら

を

可

決

す

る

か

否

決

す

る

か

は
ヽ

国

会

で

の

つ

て

讃

案

そ

の

も

の

で

は

な

い

゜

い

う

の

が

ニ2•‘ L.

祀晏
ヽ—+^
案

で

あ

＿り
... ~ 

年
フ1て：

,9 

文小

の
二
ノ

キ
..... 
/^‘ 

ト

は
ヽ

承

認

もム
一心ヽ． i
i;、.J

の
翠
知

合
は

「
何
々
ノ•
＝な

-‘‘~ 
J
>～
 

立＂し

の
令な
恥g

ふ4-
ふー
りtロ

陀

つ

い

て

ヽ

国

会

に

問

ノ^
カゞ

‘ 

法

鉛

案

は
つ..... 一（一

えら(.,

自

身

が

＝△ニ
::.ゞプ
Eぢ；

j
W
 

告
I

/

i• ・ •• ̀  ...~. 
.=．．．二．、
,a;=• 
・ヽ・一：｀ 
浮ニ•ヤ人、

で

あ

る

ふr...

弟

七

冬2fヽこ

の

渇
戸 ..,S
疋

陀

墓

づ
4
さ

杖, J 

閉

は

—· 

汝I,.
nヽ．J

す

れ/

Ir-¥' .r i 
V こン、

‘．外ァ，
ツヽ

の
と
J, 
．ゃコ

り。
且百
ゃ

匠

っ
き

函

ム
云

で

こ

れ/

令

H

で
‘-込
訟

ペ

ーr土P",..,. 9.9.． 
社ジ

1.r↓
 

．r,●’ 

.参-‘rr 
ヽヽ
7

,nJ 

』
／

こ

の
ど；:,
|r:.?j 

を
追

r名
心
'

を

持

た

な

い

ーと

ぃ
う

の

が

政

府

の

見

停
-つで
l 

こ

、ま

レ
「,5“A 

で

も

し

ば

し

ば

の

見

£浣
灼ート

い

か
ん
。

^
O
 

4 <つ

力:

踪

の

国

．`．鴫

会
-
I... 

仁
l

g.J 
匂

も

条

7ヽ
ナん f々-

汗`ミJ

匠

し
の
冷タ
l：多

一
Jこ

と
あ あコ

る
。

り
ヽ

こ

の
を

正

は

で

き

る

ヽ
の 求

f守
革 毎

~
i

ふ
が
＇ 含

A
’
~

g
を‘

-
i
1
l
l
い
5

/‘ 云 筍3
比て― 案

力； で

あ

R
1
 

立
口 る

の 。

陀

附

扇

す

め

る

の

¢ 2 

匠

対

し

条

約

締

結

て

き

た

と

こ

国

会

は

‘ 

件

L-

の

可

と

考

え

る

が

ヽ

ヽ

否

と 条 和
i
i

ろ

を

要

条

約

修

正
コr

迄笈

存
]ー

.. 
,
L
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J -- し^
付

し

た

り

す

る

の

は

-;r.: 
r;9、T
、セ・'-

声l j 

して）

蓄
i

ふ
仔

限
．
紅
属

匠

す
5

さ

な

い

0

日い＋ハー

手

国

と

交

渉

し
て

ァ

n
!

ム
プ

ヽ~
憂●....-
芯f:.J

‘ 

疹J."=-~t ，必

正

又

/r十
』こ

留

保

を

行

な

っ

た

ら

ど

う

か

す

る

こ

と

詫：

修

で

あ

る
。

正

を

加

え

た

り

留

保

と

い

う

i

国

会

の

ニら

百
‘̀>6ヽ

思

の

＝
 

玄

り

皆

”コ← Viヽ

を

付

し

た

り

す

る

こ

と

は

で

き

な

い

等

か゚

か

る

附

帯

決

逹匹
き
E

旨

の

意

思

表

示

を

す

る

の

は

自

由

で

あ

る

7箕

ヽ

函
メ:‘‘云 ・

が

自

分

で

祁ご．＇を

正

し

.-.-・! 
9一L•;ヒ当

会

力3

I給
：多

正

や

留

保

を

希

望

す

る

場

合

匠

は

ヽ

附

帯

決

餞

竺士
守'，

で

i 
L 

の

゜

の

で

あ

れ

ば

全

体

と

し

て
-r 
企・

決

す

る

の

が

筋

で

あ

る

i次
I多

正
、ヘ

蔀

の

否

決

は

ヽ

核
：ジ

正

と

同

じ

0
)
 

を

し

な

け

れ

ば

承

箆

で

ぎ

な

t: •3、

: --；．． 

_., 

... 
.．-L・

： ：：．．、、

.-..,... 

｀ 

•• 
-・入．．
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答

が

実

義

す

る

こ

と

を

念

臼

し

て

い

る

。

の

日

が

す

な

わ

ち

復

帰

の

日

と

な

る

わ

け

で

あ

る

が

、

え

た

次

第

で

あ

る

。

協

定

第

一

条

匠

定

め

ら

れ

て

い

る

と

芸

り

、

定

上

あ

ら

か

じ

め

発

効

の

日

を

特

定

す

る

形

で

は

な

く

、

こ

の

控

定

は

、

な

ら

い

批

准

書

交

換

餃

一

艘

の

条

約

例

匠

一

定

賂

間

内

匠

発

効

す

る

と

い

う

規

定

が

適

切

と

考

政

府

と

し

て

は

、

米

両

図

匠

お

け

る

国

内

手

続

が

す

み

や

か

に

終

了

し

て

、

日

も

早

く

複

帰

月
p

九

ー

7

i
,
"
r
 

日

米

両

因

に

姦

い

て

立

法

府

の

承

認

を

要

す

る

の

で

、

で

は

な

か

つ

た

の

か

。

日

協

定

発

効
舌祖3

奄

美

の

場

合

の

ご

と

く

復

帰

の

日

を

協

定

上

も

明

ら

か

匹

す

べ

き

し

ー

•,
. 

y

-

.-

.

マ--，
 

．
．
 

」

．

~

.. 

．．．
 

，
 

．． 

J
 

9
,
 

・-

.~~

· 
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の

で

あ

る

゜

す

る

こ

と

が

妥

当

で

あ

ろ

う

と

の

点

に

つ

き

日

米

間

匠

意

見

が

致

し

た

急

を

期

す

る

た

め

、

準

儲

斯

間

を

小

笠

原

の

場

合

よ

り

箇

月

長

い

二

箇

月

L
J
 

引

継

苔

準

備

に

つ

い

て

も

同

様

で

あ

る

の

で

｀ 詣

般

の

引

継

ぎ

に

逮

漏

な

き

い

ほ

ど

ほ

う

大

な

・

も

の

と

な

る

こ

と

は

＇ • ¥.^ 

ぅ

主

で

も

な

く

、

ま
た
、

米

側

の

う

べ

き

最

終

段

階

の

復

帰

準

備

は

小

笠

原

返

還

の

場

合

と

は

比

較

冗

な

ら

な

沖

弩

返

選

の

わ

が

国

法

令

の

適

用

準

備

そ

行

な

後

「

二

倍

月

」

で

発

効

す

る

は

な

ぜ

か

。

効

す

る

も

の

と

し

た

の

匠

対

し

、

今

回

の

協

定

は

批

准

書

交

換

日

の

.

.
 
↓

'

-

―

 

問

九

．
］

3

場

合

は

、

・̀9ヽ

小

笠

原

返

還

協

定

の

場

合

は

、
..., 

承

認

通
：．； 

知

後

三

十

日

f

こ

と

と

し

た

の

5
 

..•. 

•

9 

＇ 
―

―

 

'
-

．
 

[

-s

.-,-

．． 

ー

）

日

て

発
,II.+ 

の

他

日

本

側

で

'・ 

nv-
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1
と

B
占

¢
mじ
1
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霞

:
3

●̀
!＂

P.,ili"ば
P
邑

書

を

交

換

す

れ

ば

よ

合
竪
勇
慕
醤
喜
認
褻
召

1

繋
裳
葛
琺
箋
翫
奢
ぷ
孝
痘
翌
這
函
逹
召
u
-
―"宴
i

：↓；―，

i:'―-IT『一疇：念

い

わ

け

で

あ

る

。

発

効

日

す

な

わ

ち

復

帰

日

と

す

る

二

儲

月

後

の

応

当

日

を

い

う

。

た

め

に

は
ヽ

し

た

が

つ

て

「

批

准

書

の

交

換

の

日

の

後

二

箇

月

」

よ

う

忙

期

間

を

計

算

す

る

の

か

。

そ

の

前

々

月 0
の ・月

と

は
ヽ

日

に

批

准

批

准

書

を

交

換

し

た

日

の

た

と

え

ば

｀

日
を
毬
．
定

．ゎ

l

,

「

批

准

．書

の

交

換

の

日

の

後

二

箇

月

」

と

は

r

具

体

的

に

は

ど

の
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答

の

朗

閤

と

な

く

い

て

怜？
心刀

..._:..、
・--一よ,a 

し
→七
j<... 

校： ヽ

キコ
ゃ

い ・

て

は

‘ 

9
,
C

,
"A
9
r
-ト
ヒ
セ

L
L
.
9
,
＇
J
"
•
E
`
＂
r
=
2
H

＿
ー
―
，

h
-「
-
，

i
'
T
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,

．
n
m
●
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●
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＇ 

沖

穏

の

復

帰

は

現

実

の

も

の

に

な

る

と

い

え

よ

う

る

か

ら

゜

沿5
-了•ふ

に

箇

月

の

期

間

の

経

過

を

待

て
i

ぃ＿．
4

[

L

 

.. t・

よ

ぃ
ゎ
け

で

あ

ヽ

こ

も

燈

終

的

に

確

定

し
、

そ

れ

以

衰

は
ヽ

も

は

や

可
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